
1945年に第二次世界大戦が終わっても、1989年に冷戦構造が崩壊しても、
いまなお宗教や民族やイデオロギーの対立による争いはやみません。また、基

地や核兵器などの解決困難な問題も続いています。争うことも憂えることもない

「戦後」は、まだ訪れてはいないのです。

ここでは、スリランカで四半世紀つづいた内戦（1983-2009年）の悲劇を題材
にした作品、パキスタンとインドの間で争うように開発された核兵器を批判する

作品、9･11以降のアフガニスタンの混乱を伝える作品など、現代の作家の目線
で表現された戦争を紹介します。

また、いまの日本人にあらためて熟考をうながす二つの作品を紹介します。ひと

つは、劣化ウラン弾の影響と言われる障がい児を描いた山口啓介の版画です。

1991年の湾岸戦争以降、イラクでは劣化ウラン弾が使われ、障がい児の出生
率や白血病の罹患率が高まりました。山口の作品は、唯一の被爆国であり福島

第一原発事故を経験した日本のわたしたちにとって、他人事ではすまされない

問題を突きつけてきます。もうひとつは、比嘉豊光が写した「日本復帰」（1972
年）前後の沖縄の写真です。彼の写した沖縄の姿は、45年という時を一気にと
び越えて、米軍基地の辺野古移設にゆれる沖縄のいまに直結するものではな

いでしょうか?

チャンドラグプタ・テヌワラ　1960－

スリランカ生まれの美術家。26年
間つづいた内戦の時代、多くの

作家が、身近でおこる戦火をテー

マに作品を作った。テヌワラもそ

のひとりで、《ドラム缶時代の女

たち》は、スリランカの街のいたる

所にバリケード代わりに設置され

たドラム缶を使ったもの。迷彩模

様のそれらは、内戦状態の社会

を象徴している。絵画には、悲し

みにくれる女性、赤ん坊の将来を

案じる蒼白の母親、予測できない

悲劇を心配する女性、戦争の恐怖におびえる妊婦が描かれる。組織的な暴力

である戦争は、バリケードのむこうに避難している女性や子どもなど、弱者のうえ

にも容赦なくふりかかることを告発する。黒 し々た筆線が緊迫感を効果的に作り

出している。

比嘉豊光　1950－

沖縄出身の写真家。沖縄に暮ら

す庶民の視点から、いまも深刻な

問題である沖縄の戦争、「日本
復帰」、基地の問題、また日常生
活に活きる沖縄の信仰や島言

葉などを取材。それらを、沖縄の

内側からの声として、庶民の日常

の営みとともに写真や映像に記

録する。

《赤いゴーヤー》は、比嘉の大学時代の写真。「日本復帰」前後の沖縄を写した
もので、大半が、動く車や路線バスの中からノーファインダー（ファインダーをのぞ

かずに撮る方法）で撮られている。被写体や構図、フォーカスをあえて選ばず、流

れる風景にレンズをむけて無作為にシャッターをきることで、むしろありのままの沖

縄の姿が浮かびあがっている。眺めるように写された風景は殺伐としており、日

米に翻弄される沖縄の運命と地位に対する比嘉の閉塞感や憤り、悲しみも表

わしているだろう。比嘉は、あの時代の風景をいまなお過去のものにできない沖

縄の現実だと考える。

山口啓介　1962－

兵庫生まれの美術家。自然の命と人間の共生をテーマに、植物や花などの自然

をモチーフとした透明感のある版画や絵画、あるいはそれらを材料としたインスタ

レーションを手がける。一方で、人の暴力によって失われる命によりそうように、原

爆や原子力に対して批判的なまなざしをむける。

《DU Child》は、劣化ウラン弾（DU）による被爆が指摘されるイラクの子どもの
肖像画。イラクの戦争では、米軍によって大量の劣化ウラン弾が使われた。山口

は、2004年の春から夏にかけ、毎日のように遠くから送られてくるネット画像で、
劣化ウラン弾に破壊された街並みや砂塵の舞う風景、被害をうけた子どもたち

の写真を見る。とりわけ声をあげら

れない子どもが受けた被害は、作

者のスタジオ前にひろがる水田

ののどかな風景とはかけ離れた現

実だったと言う。その理不尽さに

突き動かされて、「劣化ウランの
子ども」を彫刻刀で荒 し々く彫り

出している。ゆがんだ頭部、つぶ

れた目鼻口、細い腕は、悲劇の深

刻さを物語る。約40個の版木を
組み合わせて作られた大型木版

画は、作者がはじめて挑戦したも

のであり、制作に対する強い動機

を感じさせる。

ムハンマド・イムラーン・クレイシー　1972－

パキスタン生まれの画家。細密画の学伝統技法を使いながらも独創的な表現

をこころみ、社会的な

テーマを描き出す。

《もっとよくしよう》は、

細密画の伝統と革

新について疑問を表

現したもの。既存の

印刷物から切り取っ

た伝統的な細密画

は、印刷物であって

も立派に額装される

一方、作者がロケットを描いた細密画はくしゃくしゃにされて並置されている。ロ

ケットが描かれるのは、インドとの緊張関係がつづくパキスタンで、文化はもちろん

教育や厚生よりも国防に国家予算がさかれ、「ミサイル」外交が繰り広げられてい
ることへの批判である。クレイシーは、自身の現代細密画が周囲に受け入れられ

ず、もみくちゃにされていることを示しつつ、同時に核兵器の開発が優先される政

情をも握りつぶそうとするのである。

ハーディム・アリー　1978－

アフガニスタン人画家。パキスタンのカラーチーとアフガニスタンを行き来しなが

ら、母国アフガニスタンの現状と未来を憂えた社会的なテーマの作品を制作。一

見、絵本の挿絵のように優しく繊細な小画面には、制作当時戦火にあったアフ

ガニスタンの物語が綴られている。

《大砲と天使》は、2001年
のタリバーンによるバーミヤ

ン遺跡の破壊に対する憤り

から描かれた。バーミヤン

は、アリーの故郷であり遺

跡は子どもの頃の遊び場で

あったが、タリバーンの占拠

と破壊によって家族はふる

里を追われた。いわばふる

里のシンボルだった遺跡の

破壊は、アリーにとってまさに故郷喪失に等しいものだったのである。絵では、遺跡を背

景に天使と大砲が描かれている。天使が紐でひくのは、バーミヤンの大仏の頭（聖なる

蓮の花を図案化）だが、大砲による破壊で無残にもそれは台座から転げ落ち、あたりは

血に染まっている。

《誰もいない台所》は、作者が当館のレジデンス事業＊で滞在中に制作したもの。アフガ

ニスタンと福岡の小学生が描いた鉛筆画を、アリー自身の絵に転写している。アフガニ

スタンの子どもの絵には、見慣れた爆弾や銃、大仏を破壊し人を狙う兵士や戦車、降参

の手をあげる人、食料を落とす飛行機と落下物を受け取ろうとする人などが目立つ。一

方、「アフガニスタンの子どもに見せたい」と福岡の
子どもが描いた絵は、動物や花やアニメのキャラク

ター、校庭で遊ぶ姿など、日ごろ目にする物や自分

たちの屈託のない姿である。アリーは自分の絵に子

どもたちの絵を慎重に組み合わせている。例えば、

福岡の子どもが描いたライオンには、アフガニスタ

ンの動物園で飼育できなくなり、手榴弾で殺された

ライオンの話が重ねられているのである。タイトルの

「誰もいない台所」とは、長く海外の侵攻をうけ、ア
フガニスタン人主体の社会がいまだ十全に実現さ

れていない祖国を、アフガニスタン料理を作る主人

が不在の台所と見立てたもの。

「チューリップが咲くと平和がやってくる」と、アリー
は言う。戦争が終われば、大量の血がしみこんで大

地は肥え、緑がよみがえり、草木は萌え花々が見事

に咲くと言うのである。福岡の子どもが描いたチュー

リップや黄色い花に、繰りかえされる戦争が終わり、

両国の子どもの置かれた環境のギャップが埋まるこ

とを、祈るかのようである。

＊作家や研究者を一定期間招へいして制作や研究、市民交流

を実施する当館の事業。アリーは、2006年5月9日～8月7日まで
滞在し制作した。
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テーマを描き出す。

《もっとよくしよう》は、

細密画の伝統と革

新について疑問を表

現したもの。既存の

印刷物から切り取っ

た伝統的な細密画

は、印刷物であって

も立派に額装される

一方、作者がロケットを描いた細密画はくしゃくしゃにされて並置されている。ロ
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1991年の湾岸戦争以降、イラクでは劣化ウラン弾が使われ、障がい児の出生
率や白血病の罹患率が高まりました。山口の作品は、唯一の被爆国であり福島

第一原発事故を経験した日本のわたしたちにとって、他人事ではすまされない

問題を突きつけてきます。もうひとつは、比嘉豊光が写した「日本復帰」（1972
年）前後の沖縄の写真です。彼の写した沖縄の姿は、45年という時を一気にと
び越えて、米軍基地の辺野古移設にゆれる沖縄のいまに直結するものではな

いでしょうか?

チャンドラグプタ・テヌワラ　1960－

スリランカ生まれの美術家。26年
間つづいた内戦の時代、多くの

作家が、身近でおこる戦火をテー

マに作品を作った。テヌワラもそ

のひとりで、《ドラム缶時代の女

たち》は、スリランカの街のいたる

所にバリケード代わりに設置され

たドラム缶を使ったもの。迷彩模

様のそれらは、内戦状態の社会

を象徴している。絵画には、悲し

みにくれる女性、赤ん坊の将来を

案じる蒼白の母親、予測できない

悲劇を心配する女性、戦争の恐怖におびえる妊婦が描かれる。組織的な暴力

である戦争は、バリケードのむこうに避難している女性や子どもなど、弱者のうえ

にも容赦なくふりかかることを告発する。黒 し々た筆線が緊迫感を効果的に作り

出している。

比嘉豊光　1950－

沖縄出身の写真家。沖縄に暮ら

す庶民の視点から、いまも深刻な

問題である沖縄の戦争、「日本
復帰」、基地の問題、また日常生
活に活きる沖縄の信仰や島言

葉などを取材。それらを、沖縄の

内側からの声として、庶民の日常

の営みとともに写真や映像に記

録する。

《赤いゴーヤー》は、比嘉の大学時代の写真。「日本復帰」前後の沖縄を写した
もので、大半が、動く車や路線バスの中からノーファインダー（ファインダーをのぞ

かずに撮る方法）で撮られている。被写体や構図、フォーカスをあえて選ばず、流

れる風景にレンズをむけて無作為にシャッターをきることで、むしろありのままの沖

縄の姿が浮かびあがっている。眺めるように写された風景は殺伐としており、日

米に翻弄される沖縄の運命と地位に対する比嘉の閉塞感や憤り、悲しみも表

わしているだろう。比嘉は、あの時代の風景をいまなお過去のものにできない沖

縄の現実だと考える。

山口啓介　1962－

兵庫生まれの美術家。自然の命と人間の共生をテーマに、植物や花などの自然

をモチーフとした透明感のある版画や絵画、あるいはそれらを材料としたインスタ

レーションを手がける。一方で、人の暴力によって失われる命によりそうように、原

爆や原子力に対して批判的なまなざしをむける。

《DU Child》は、劣化ウラン弾（DU）による被爆が指摘されるイラクの子どもの
肖像画。イラクの戦争では、米軍によって大量の劣化ウラン弾が使われた。山口

は、2004年の春から夏にかけ、毎日のように遠くから送られてくるネット画像で、
劣化ウラン弾に破壊された街並みや砂塵の舞う風景、被害をうけた子どもたち

の写真を見る。とりわけ声をあげら

れない子どもが受けた被害は、作

者のスタジオ前にひろがる水田

ののどかな風景とはかけ離れた現

実だったと言う。その理不尽さに

突き動かされて、「劣化ウランの
子ども」を彫刻刀で荒 し々く彫り

出している。ゆがんだ頭部、つぶ

れた目鼻口、細い腕は、悲劇の深

刻さを物語る。約40個の版木を
組み合わせて作られた大型木版

画は、作者がはじめて挑戦したも

のであり、制作に対する強い動機

を感じさせる。

ムハンマド・イムラーン・クレイシー　1972－

パキスタン生まれの画家。細密画の学伝統技法を使いながらも独創的な表現

をこころみ、社会的な

テーマを描き出す。

《もっとよくしよう》は、

細密画の伝統と革

新について疑問を表

現したもの。既存の

印刷物から切り取っ

た伝統的な細密画

は、印刷物であって

も立派に額装される

一方、作者がロケットを描いた細密画はくしゃくしゃにされて並置されている。ロ

ケットが描かれるのは、インドとの緊張関係がつづくパキスタンで、文化はもちろん

教育や厚生よりも国防に国家予算がさかれ、「ミサイル」外交が繰り広げられてい
ることへの批判である。クレイシーは、自身の現代細密画が周囲に受け入れられ

ず、もみくちゃにされていることを示しつつ、同時に核兵器の開発が優先される政

情をも握りつぶそうとするのである。

ハーディム・アリー　1978－

アフガニスタン人画家。パキスタンのカラーチーとアフガニスタンを行き来しなが

ら、母国アフガニスタンの現状と未来を憂えた社会的なテーマの作品を制作。一

見、絵本の挿絵のように優しく繊細な小画面には、制作当時戦火にあったアフ

ガニスタンの物語が綴られている。

《大砲と天使》は、2001年
のタリバーンによるバーミヤ

ン遺跡の破壊に対する憤り

から描かれた。バーミヤン

は、アリーの故郷であり遺

跡は子どもの頃の遊び場で

あったが、タリバーンの占拠

と破壊によって家族はふる

里を追われた。いわばふる

里のシンボルだった遺跡の

破壊は、アリーにとってまさに故郷喪失に等しいものだったのである。絵では、遺跡を背

景に天使と大砲が描かれている。天使が紐でひくのは、バーミヤンの大仏の頭（聖なる

蓮の花を図案化）だが、大砲による破壊で無残にもそれは台座から転げ落ち、あたりは

血に染まっている。

《誰もいない台所》は、作者が当館のレジデンス事業＊で滞在中に制作したもの。アフガ

ニスタンと福岡の小学生が描いた鉛筆画を、アリー自身の絵に転写している。アフガニ

スタンの子どもの絵には、見慣れた爆弾や銃、大仏を破壊し人を狙う兵士や戦車、降参

の手をあげる人、食料を落とす飛行機と落下物を受け取ろうとする人などが目立つ。一

方、「アフガニスタンの子どもに見せたい」と福岡の
子どもが描いた絵は、動物や花やアニメのキャラク

ター、校庭で遊ぶ姿など、日ごろ目にする物や自分

たちの屈託のない姿である。アリーは自分の絵に子

どもたちの絵を慎重に組み合わせている。例えば、

福岡の子どもが描いたライオンには、アフガニスタ

ンの動物園で飼育できなくなり、手榴弾で殺された

ライオンの話が重ねられているのである。タイトルの

「誰もいない台所」とは、長く海外の侵攻をうけ、ア
フガニスタン人主体の社会がいまだ十全に実現さ

れていない祖国を、アフガニスタン料理を作る主人

が不在の台所と見立てたもの。

「チューリップが咲くと平和がやってくる」と、アリー
は言う。戦争が終われば、大量の血がしみこんで大

地は肥え、緑がよみがえり、草木は萌え花々が見事

に咲くと言うのである。福岡の子どもが描いたチュー

リップや黄色い花に、繰りかえされる戦争が終わり、

両国の子どもの置かれた環境のギャップが埋まるこ

とを、祈るかのようである。

＊作家や研究者を一定期間招へいして制作や研究、市民交流

を実施する当館の事業。アリーは、2006年5月9日～8月7日まで
滞在し制作した。

3.

ドラム缶時代の女たち　1998年

1945年に第二次世界大戦が終わっても、1989年に冷戦構造が崩壊しても、
いまなお宗教や民族やイデオロギーの対立による争いはやみません。また、基

地や核兵器などの解決困難な問題も続いています。争うことも憂えることもない

「戦後」は、まだ訪れてはいないのです。

ここでは、スリランカで四半世紀つづいた内戦（1983-2009年）の悲劇を題材
にした作品、パキスタンとインドの間で争うように開発された核兵器を批判する

作品、9･11以降のアフガニスタンの混乱を伝える作品など、現代の作家の目線
で表現された戦争を紹介します。

また、いまの日本人にあらためて熟考をうながす二つの作品を紹介します。ひと

つは、劣化ウラン弾の影響と言われる障がい児を描いた山口啓介の版画です。

1991年の湾岸戦争以降、イラクでは劣化ウラン弾が使われ、障がい児の出生
率や白血病の罹患率が高まりました。山口の作品は、唯一の被爆国であり福島

第一原発事故を経験した日本のわたしたちにとって、他人事ではすまされない

問題を突きつけてきます。もうひとつは、比嘉豊光が写した「日本復帰」（1972
年）前後の沖縄の写真です。彼の写した沖縄の姿は、45年という時を一気にと
び越えて、米軍基地の辺野古移設にゆれる沖縄のいまに直結するものではな

いでしょうか?

チャンドラグプタ・テヌワラ　1960－

スリランカ生まれの美術家。26年
間つづいた内戦の時代、多くの

作家が、身近でおこる戦火をテー

マに作品を作った。テヌワラもそ

のひとりで、《ドラム缶時代の女

たち》は、スリランカの街のいたる

所にバリケード代わりに設置され

たドラム缶を使ったもの。迷彩模

様のそれらは、内戦状態の社会

を象徴している。絵画には、悲し

みにくれる女性、赤ん坊の将来を

案じる蒼白の母親、予測できない

悲劇を心配する女性、戦争の恐怖におびえる妊婦が描かれる。組織的な暴力

である戦争は、バリケードのむこうに避難している女性や子どもなど、弱者のうえ

にも容赦なくふりかかることを告発する。黒 し々た筆線が緊迫感を効果的に作り

出している。

比嘉豊光　1950－

沖縄出身の写真家。沖縄に暮ら

す庶民の視点から、いまも深刻な

問題である沖縄の戦争、「日本
復帰」、基地の問題、また日常生
活に活きる沖縄の信仰や島言

葉などを取材。それらを、沖縄の

内側からの声として、庶民の日常

の営みとともに写真や映像に記

録する。

《赤いゴーヤー》は、比嘉の大学時代の写真。「日本復帰」前後の沖縄を写した
もので、大半が、動く車や路線バスの中からノーファインダー（ファインダーをのぞ

かずに撮る方法）で撮られている。被写体や構図、フォーカスをあえて選ばず、流

れる風景にレンズをむけて無作為にシャッターをきることで、むしろありのままの沖

縄の姿が浮かびあがっている。眺めるように写された風景は殺伐としており、日

米に翻弄される沖縄の運命と地位に対する比嘉の閉塞感や憤り、悲しみも表

わしているだろう。比嘉は、あの時代の風景をいまなお過去のものにできない沖

縄の現実だと考える。

山口啓介　1962－

兵庫生まれの美術家。自然の命と人間の共生をテーマに、植物や花などの自然

をモチーフとした透明感のある版画や絵画、あるいはそれらを材料としたインスタ

レーションを手がける。一方で、人の暴力によって失われる命によりそうように、原

爆や原子力に対して批判的なまなざしをむける。

《DU Child》は、劣化ウラン弾（DU）による被爆が指摘されるイラクの子どもの
肖像画。イラクの戦争では、米軍によって大量の劣化ウラン弾が使われた。山口

は、2004年の春から夏にかけ、毎日のように遠くから送られてくるネット画像で、
劣化ウラン弾に破壊された街並みや砂塵の舞う風景、被害をうけた子どもたち

の写真を見る。とりわけ声をあげら

れない子どもが受けた被害は、作

者のスタジオ前にひろがる水田

ののどかな風景とはかけ離れた現

実だったと言う。その理不尽さに

突き動かされて、「劣化ウランの
子ども」を彫刻刀で荒 し々く彫り

出している。ゆがんだ頭部、つぶ

れた目鼻口、細い腕は、悲劇の深

刻さを物語る。約40個の版木を
組み合わせて作られた大型木版

画は、作者がはじめて挑戦したも

のであり、制作に対する強い動機

を感じさせる。

ムハンマド・イムラーン・クレイシー　1972－

パキスタン生まれの画家。細密画の学伝統技法を使いながらも独創的な表現

をこころみ、社会的な

テーマを描き出す。

《もっとよくしよう》は、

細密画の伝統と革

新について疑問を表

現したもの。既存の

印刷物から切り取っ

た伝統的な細密画

は、印刷物であって

も立派に額装される

一方、作者がロケットを描いた細密画はくしゃくしゃにされて並置されている。ロ

ケットが描かれるのは、インドとの緊張関係がつづくパキスタンで、文化はもちろん

教育や厚生よりも国防に国家予算がさかれ、「ミサイル」外交が繰り広げられてい
ることへの批判である。クレイシーは、自身の現代細密画が周囲に受け入れられ

ず、もみくちゃにされていることを示しつつ、同時に核兵器の開発が優先される政

情をも握りつぶそうとするのである。

ハーディム・アリー　1978－

アフガニスタン人画家。パキスタンのカラーチーとアフガニスタンを行き来しなが

ら、母国アフガニスタンの現状と未来を憂えた社会的なテーマの作品を制作。一

見、絵本の挿絵のように優しく繊細な小画面には、制作当時戦火にあったアフ

ガニスタンの物語が綴られている。

《大砲と天使》は、2001年
のタリバーンによるバーミヤ

ン遺跡の破壊に対する憤り

から描かれた。バーミヤン

は、アリーの故郷であり遺

跡は子どもの頃の遊び場で

あったが、タリバーンの占拠

と破壊によって家族はふる

里を追われた。いわばふる

里のシンボルだった遺跡の

破壊は、アリーにとってまさに故郷喪失に等しいものだったのである。絵では、遺跡を背

景に天使と大砲が描かれている。天使が紐でひくのは、バーミヤンの大仏の頭（聖なる

蓮の花を図案化）だが、大砲による破壊で無残にもそれは台座から転げ落ち、あたりは

血に染まっている。

《誰もいない台所》は、作者が当館のレジデンス事業＊で滞在中に制作したもの。アフガ

ニスタンと福岡の小学生が描いた鉛筆画を、アリー自身の絵に転写している。アフガニ

スタンの子どもの絵には、見慣れた爆弾や銃、大仏を破壊し人を狙う兵士や戦車、降参

の手をあげる人、食料を落とす飛行機と落下物を受け取ろうとする人などが目立つ。一

方、「アフガニスタンの子どもに見せたい」と福岡の
子どもが描いた絵は、動物や花やアニメのキャラク

ター、校庭で遊ぶ姿など、日ごろ目にする物や自分

たちの屈託のない姿である。アリーは自分の絵に子

どもたちの絵を慎重に組み合わせている。例えば、

福岡の子どもが描いたライオンには、アフガニスタ

ンの動物園で飼育できなくなり、手榴弾で殺された

ライオンの話が重ねられているのである。タイトルの

「誰もいない台所」とは、長く海外の侵攻をうけ、ア
フガニスタン人主体の社会がいまだ十全に実現さ

れていない祖国を、アフガニスタン料理を作る主人

が不在の台所と見立てたもの。

「チューリップが咲くと平和がやってくる」と、アリー
は言う。戦争が終われば、大量の血がしみこんで大

地は肥え、緑がよみがえり、草木は萌え花々が見事

に咲くと言うのである。福岡の子どもが描いたチュー

リップや黄色い花に、繰りかえされる戦争が終わり、

両国の子どもの置かれた環境のギャップが埋まるこ

とを、祈るかのようである。

＊作家や研究者を一定期間招へいして制作や研究、市民交流

を実施する当館の事業。アリーは、2006年5月9日～8月7日まで
滞在し制作した。

ハーディム・アリーの《誰もいない台所》に転写されたアフガニスタンの子どもの絵は、

爆弾や銃、兵士や戦車などでした。山口啓介の《DU Child》の子どもは、劣化ウラン
弾の被爆が疑われる障がい児でした。

いかなる子どもも、武器をもつことがないよう、核の脅威にさらされることがないよう、

「イマジン」の歌詞のように、国家や宗教や所有欲を越えて「世界が一つになる」未来
を、わたしたちは希求します。例えばそれは、親子がいつでも、どこででも、無防備に熟

睡できる未来かもしれません。

イ・デワ・プトゥ・モコ　1934－2010

インドネシア・バリの生まれ。1970年代に「プンゴセカン・コミュニティ・オブ・アーティス
ツ」を結成し、優美な花鳥画でバリ絵画の新しい様式を築いた。その後、1980年代末
からは、バリ絵画の通常の主題や定型的な表現を避けて、日常的なものや人間の性や

出産を描くようになり、従来のバリ絵画の枠組みを超える。《熟睡する母と子》につい

て、モコは「子供と母親が、サロン（腰布）がはずれているのにも気付かないくらい熟睡
している」と語る。

4 .イマジン   

大砲と天使　2004年

誰もいない台所　2006年

熟睡する母と子　1992年
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小企画展 戦後70年をむかえて

イマジン   

今年、日本は太平洋戦争の終結から70年目を迎えました。

本展は、この節目の年に、美術作品を通してアジアでお

こった戦争を見つめ、美術と戦争の関わりについて考え

ようとするものです。

展覧会では、日本がアジア諸地域へ侵攻する形で始まっ

た戦争から、20世紀のアジア各地で起こった独立戦争

や、民族・宗教・思想上の対立による紛争、いまも頻発

するテロまで、様々な争いへの応答として作られた作品

を展示します。その内容は、現在から見ると特定のイデオ

ロギーにとらわれたものに見えるかもしれませんが、作家

たちは時代と社会の制約や重圧の下で、戦争という大事

に真摯に向き合い、できうる表現をおこなってきました。

そこには、生々しい戦いの場面だけでなく、戦時下の日常、

戦後の新たな問題、そして戦争についての批判や反戦

の思いなどが表現されています。

この展覧会が、わたしたちが次の時代へ歩みをすすめる

ためのささやかなステップとなり、ジョン・レノンが戦争の

ない世界を「イマジン（想像）」しようと歌ったように、平和

について考えるきっかけになることを願っています。

IMAGINE: Visions of a World without War

＊とくに所蔵先を明記していない作品は、福岡アジア美術館の所蔵となります。

1945年に第二次世界大戦が終わっても、1989年に冷戦構造が崩壊しても、
いまなお宗教や民族やイデオロギーの対立による争いはやみません。また、基

地や核兵器などの解決困難な問題も続いています。争うことも憂えることもない

「戦後」は、まだ訪れてはいないのです。

ここでは、スリランカで四半世紀つづいた内戦（1983-2009年）の悲劇を題材
にした作品、パキスタンとインドの間で争うように開発された核兵器を批判する

作品、9･11以降のアフガニスタンの混乱を伝える作品など、現代の作家の目線
で表現された戦争を紹介します。

また、いまの日本人にあらためて熟考をうながす二つの作品を紹介します。ひと

つは、劣化ウラン弾の影響と言われる障がい児を描いた山口啓介の版画です。

1991年の湾岸戦争以降、イラクでは劣化ウラン弾が使われ、障がい児の出生
率や白血病の罹患率が高まりました。山口の作品は、唯一の被爆国であり福島

第一原発事故を経験した日本のわたしたちにとって、他人事ではすまされない

問題を突きつけてきます。もうひとつは、比嘉豊光が写した「日本復帰」（1972
年）前後の沖縄の写真です。彼の写した沖縄の姿は、45年という時を一気にと
び越えて、米軍基地の辺野古移設にゆれる沖縄のいまに直結するものではな

いでしょうか?

チャンドラグプタ・テヌワラ　1960－

スリランカ生まれの美術家。26年
間つづいた内戦の時代、多くの

作家が、身近でおこる戦火をテー

マに作品を作った。テヌワラもそ

のひとりで、《ドラム缶時代の女

たち》は、スリランカの街のいたる

所にバリケード代わりに設置され

たドラム缶を使ったもの。迷彩模

様のそれらは、内戦状態の社会

を象徴している。絵画には、悲し

みにくれる女性、赤ん坊の将来を

案じる蒼白の母親、予測できない

悲劇を心配する女性、戦争の恐怖におびえる妊婦が描かれる。組織的な暴力

である戦争は、バリケードのむこうに避難している女性や子どもなど、弱者のうえ

にも容赦なくふりかかることを告発する。黒 し々た筆線が緊迫感を効果的に作り

出している。

比嘉豊光　1950－

沖縄出身の写真家。沖縄に暮ら

す庶民の視点から、いまも深刻な

問題である沖縄の戦争、「日本
復帰」、基地の問題、また日常生
活に活きる沖縄の信仰や島言

葉などを取材。それらを、沖縄の

内側からの声として、庶民の日常

の営みとともに写真や映像に記

録する。

《赤いゴーヤー》は、比嘉の大学時代の写真。「日本復帰」前後の沖縄を写した
もので、大半が、動く車や路線バスの中からノーファインダー（ファインダーをのぞ

かずに撮る方法）で撮られている。被写体や構図、フォーカスをあえて選ばず、流

れる風景にレンズをむけて無作為にシャッターをきることで、むしろありのままの沖

縄の姿が浮かびあがっている。眺めるように写された風景は殺伐としており、日

米に翻弄される沖縄の運命と地位に対する比嘉の閉塞感や憤り、悲しみも表

わしているだろう。比嘉は、あの時代の風景をいまなお過去のものにできない沖

縄の現実だと考える。

山口啓介　1962－

兵庫生まれの美術家。自然の命と人間の共生をテーマに、植物や花などの自然

をモチーフとした透明感のある版画や絵画、あるいはそれらを材料としたインスタ

レーションを手がける。一方で、人の暴力によって失われる命によりそうように、原

爆や原子力に対して批判的なまなざしをむける。

《DU Child》は、劣化ウラン弾（DU）による被爆が指摘されるイラクの子どもの
肖像画。イラクの戦争では、米軍によって大量の劣化ウラン弾が使われた。山口

は、2004年の春から夏にかけ、毎日のように遠くから送られてくるネット画像で、
劣化ウラン弾に破壊された街並みや砂塵の舞う風景、被害をうけた子どもたち

の写真を見る。とりわけ声をあげら

れない子どもが受けた被害は、作

者のスタジオ前にひろがる水田

ののどかな風景とはかけ離れた現

実だったと言う。その理不尽さに

突き動かされて、「劣化ウランの
子ども」を彫刻刀で荒 し々く彫り

出している。ゆがんだ頭部、つぶ

れた目鼻口、細い腕は、悲劇の深

刻さを物語る。約40個の版木を
組み合わせて作られた大型木版

画は、作者がはじめて挑戦したも

のであり、制作に対する強い動機

を感じさせる。

ムハンマド・イムラーン・クレイシー　1972－

パキスタン生まれの画家。細密画の学伝統技法を使いながらも独創的な表現

をこころみ、社会的な

テーマを描き出す。

《もっとよくしよう》は、

細密画の伝統と革

新について疑問を表

現したもの。既存の

印刷物から切り取っ

た伝統的な細密画

は、印刷物であって

も立派に額装される

一方、作者がロケットを描いた細密画はくしゃくしゃにされて並置されている。ロ

ケットが描かれるのは、インドとの緊張関係がつづくパキスタンで、文化はもちろん

教育や厚生よりも国防に国家予算がさかれ、「ミサイル」外交が繰り広げられてい
ることへの批判である。クレイシーは、自身の現代細密画が周囲に受け入れられ

ず、もみくちゃにされていることを示しつつ、同時に核兵器の開発が優先される政

情をも握りつぶそうとするのである。

ハーディム・アリー　1978－

アフガニスタン人画家。パキスタンのカラーチーとアフガニスタンを行き来しなが

ら、母国アフガニスタンの現状と未来を憂えた社会的なテーマの作品を制作。一

見、絵本の挿絵のように優しく繊細な小画面には、制作当時戦火にあったアフ

ガニスタンの物語が綴られている。

《大砲と天使》は、2001年
のタリバーンによるバーミヤ

ン遺跡の破壊に対する憤り

から描かれた。バーミヤン

は、アリーの故郷であり遺

跡は子どもの頃の遊び場で

あったが、タリバーンの占拠

と破壊によって家族はふる

里を追われた。いわばふる

里のシンボルだった遺跡の

破壊は、アリーにとってまさに故郷喪失に等しいものだったのである。絵では、遺跡を背

景に天使と大砲が描かれている。天使が紐でひくのは、バーミヤンの大仏の頭（聖なる

蓮の花を図案化）だが、大砲による破壊で無残にもそれは台座から転げ落ち、あたりは

血に染まっている。

《誰もいない台所》は、作者が当館のレジデンス事業＊で滞在中に制作したもの。アフガ

ニスタンと福岡の小学生が描いた鉛筆画を、アリー自身の絵に転写している。アフガニ

スタンの子どもの絵には、見慣れた爆弾や銃、大仏を破壊し人を狙う兵士や戦車、降参

の手をあげる人、食料を落とす飛行機と落下物を受け取ろうとする人などが目立つ。一

方、「アフガニスタンの子どもに見せたい」と福岡の
子どもが描いた絵は、動物や花やアニメのキャラク

ター、校庭で遊ぶ姿など、日ごろ目にする物や自分

たちの屈託のない姿である。アリーは自分の絵に子

どもたちの絵を慎重に組み合わせている。例えば、

福岡の子どもが描いたライオンには、アフガニスタ

ンの動物園で飼育できなくなり、手榴弾で殺された

ライオンの話が重ねられているのである。タイトルの

「誰もいない台所」とは、長く海外の侵攻をうけ、ア
フガニスタン人主体の社会がいまだ十全に実現さ

れていない祖国を、アフガニスタン料理を作る主人

が不在の台所と見立てたもの。

「チューリップが咲くと平和がやってくる」と、アリー
は言う。戦争が終われば、大量の血がしみこんで大

地は肥え、緑がよみがえり、草木は萌え花々が見事

に咲くと言うのである。福岡の子どもが描いたチュー

リップや黄色い花に、繰りかえされる戦争が終わり、

両国の子どもの置かれた環境のギャップが埋まるこ

とを、祈るかのようである。

＊作家や研究者を一定期間招へいして制作や研究、市民交流

を実施する当館の事業。アリーは、2006年5月9日～8月7日まで
滞在し制作した。

ハーディム・アリーの《誰もいない台所》に転写されたアフガニスタンの子どもの絵は、

爆弾や銃、兵士や戦車などでした。山口啓介の《DU Child》の子どもは、劣化ウラン
弾の被爆が疑われる障がい児でした。

いかなる子どもも、武器をもつことがないよう、核の脅威にさらされることがないよう、

「イマジン」の歌詞のように、国家や宗教や所有欲を越えて「世界が一つになる」未来
を、わたしたちは希求します。例えばそれは、親子がいつでも、どこででも、無防備に熟

睡できる未来かもしれません。

イ・デワ・プトゥ・モコ　1934－2010

インドネシア・バリの生まれ。1970年代に「プンゴセカン・コミュニティ・オブ・アーティス
ツ」を結成し、優美な花鳥画でバリ絵画の新しい様式を築いた。その後、1980年代末
からは、バリ絵画の通常の主題や定型的な表現を避けて、日常的なものや人間の性や

出産を描くようになり、従来のバリ絵画の枠組みを超える。《熟睡する母と子》につい

て、モコは「子供と母親が、サロン（腰布）がはずれているのにも気付かないくらい熟睡
している」と語る。

3. 4 .イマジン   

もっとよくしよう　2001年

大砲と天使　2004年

誰もいない台所　2006年

熟睡する母と子　1992年
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IMAGINE: Visions of a World without War

＊とくに所蔵先を明記していない作品は、福岡アジア美術館の所蔵となります。

1945年に第二次世界大戦が終わっても、1989年に冷戦構造が崩壊しても、
いまなお宗教や民族やイデオロギーの対立による争いはやみません。また、基

地や核兵器などの解決困難な問題も続いています。争うことも憂えることもない

「戦後」は、まだ訪れてはいないのです。

ここでは、スリランカで四半世紀つづいた内戦（1983-2009年）の悲劇を題材
にした作品、パキスタンとインドの間で争うように開発された核兵器を批判する

作品、9･11以降のアフガニスタンの混乱を伝える作品など、現代の作家の目線
で表現された戦争を紹介します。

また、いまの日本人にあらためて熟考をうながす二つの作品を紹介します。ひと

つは、劣化ウラン弾の影響と言われる障がい児を描いた山口啓介の版画です。

1991年の湾岸戦争以降、イラクでは劣化ウラン弾が使われ、障がい児の出生
率や白血病の罹患率が高まりました。山口の作品は、唯一の被爆国であり福島

第一原発事故を経験した日本のわたしたちにとって、他人事ではすまされない

問題を突きつけてきます。もうひとつは、比嘉豊光が写した「日本復帰」（1972
年）前後の沖縄の写真です。彼の写した沖縄の姿は、45年という時を一気にと
び越えて、米軍基地の辺野古移設にゆれる沖縄のいまに直結するものではな

いでしょうか?

チャンドラグプタ・テヌワラ　1960－

スリランカ生まれの美術家。26年
間つづいた内戦の時代、多くの

作家が、身近でおこる戦火をテー

マに作品を作った。テヌワラもそ

のひとりで、《ドラム缶時代の女

たち》は、スリランカの街のいたる

所にバリケード代わりに設置され

たドラム缶を使ったもの。迷彩模

様のそれらは、内戦状態の社会

を象徴している。絵画には、悲し

みにくれる女性、赤ん坊の将来を

案じる蒼白の母親、予測できない

悲劇を心配する女性、戦争の恐怖におびえる妊婦が描かれる。組織的な暴力

である戦争は、バリケードのむこうに避難している女性や子どもなど、弱者のうえ

にも容赦なくふりかかることを告発する。黒 し々た筆線が緊迫感を効果的に作り

出している。

比嘉豊光　1950－

沖縄出身の写真家。沖縄に暮ら

す庶民の視点から、いまも深刻な

問題である沖縄の戦争、「日本
復帰」、基地の問題、また日常生
活に活きる沖縄の信仰や島言

葉などを取材。それらを、沖縄の

内側からの声として、庶民の日常

の営みとともに写真や映像に記

録する。

《赤いゴーヤー》は、比嘉の大学時代の写真。「日本復帰」前後の沖縄を写した
もので、大半が、動く車や路線バスの中からノーファインダー（ファインダーをのぞ

かずに撮る方法）で撮られている。被写体や構図、フォーカスをあえて選ばず、流

れる風景にレンズをむけて無作為にシャッターをきることで、むしろありのままの沖

縄の姿が浮かびあがっている。眺めるように写された風景は殺伐としており、日

米に翻弄される沖縄の運命と地位に対する比嘉の閉塞感や憤り、悲しみも表

わしているだろう。比嘉は、あの時代の風景をいまなお過去のものにできない沖

縄の現実だと考える。

山口啓介　1962－

兵庫生まれの美術家。自然の命と人間の共生をテーマに、植物や花などの自然

をモチーフとした透明感のある版画や絵画、あるいはそれらを材料としたインスタ

レーションを手がける。一方で、人の暴力によって失われる命によりそうように、原

爆や原子力に対して批判的なまなざしをむける。

《DU Child》は、劣化ウラン弾（DU）による被爆が指摘されるイラクの子どもの
肖像画。イラクの戦争では、米軍によって大量の劣化ウラン弾が使われた。山口

は、2004年の春から夏にかけ、毎日のように遠くから送られてくるネット画像で、
劣化ウラン弾に破壊された街並みや砂塵の舞う風景、被害をうけた子どもたち

の写真を見る。とりわけ声をあげら

れない子どもが受けた被害は、作

者のスタジオ前にひろがる水田
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子ども」を彫刻刀で荒 し々く彫り

出している。ゆがんだ頭部、つぶ

れた目鼻口、細い腕は、悲劇の深

刻さを物語る。約40個の版木を
組み合わせて作られた大型木版

画は、作者がはじめて挑戦したも

のであり、制作に対する強い動機
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パキスタン生まれの画家。細密画の学伝統技法を使いながらも独創的な表現
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アフガニスタン人画家。パキスタンのカラーチーとアフガニスタンを行き来しなが

ら、母国アフガニスタンの現状と未来を憂えた社会的なテーマの作品を制作。一
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「誰もいない台所」とは、長く海外の侵攻をうけ、ア
フガニスタン人主体の社会がいまだ十全に実現さ

れていない祖国を、アフガニスタン料理を作る主人

が不在の台所と見立てたもの。

「チューリップが咲くと平和がやってくる」と、アリー
は言う。戦争が終われば、大量の血がしみこんで大

地は肥え、緑がよみがえり、草木は萌え花々が見事

に咲くと言うのである。福岡の子どもが描いたチュー

リップや黄色い花に、繰りかえされる戦争が終わり、

両国の子どもの置かれた環境のギャップが埋まるこ

とを、祈るかのようである。

＊作家や研究者を一定期間招へいして制作や研究、市民交流

を実施する当館の事業。アリーは、2006年5月9日～8月7日まで
滞在し制作した。

ハーディム・アリーの《誰もいない台所》に転写されたアフガニスタンの子どもの絵は、

爆弾や銃、兵士や戦車などでした。山口啓介の《DU Child》の子どもは、劣化ウラン
弾の被爆が疑われる障がい児でした。

いかなる子どもも、武器をもつことがないよう、核の脅威にさらされることがないよう、

「イマジン」の歌詞のように、国家や宗教や所有欲を越えて「世界が一つになる」未来
を、わたしたちは希求します。例えばそれは、親子がいつでも、どこででも、無防備に熟

睡できる未来かもしれません。

イ・デワ・プトゥ・モコ　1934－2010

インドネシア・バリの生まれ。1970年代に「プンゴセカン・コミュニティ・オブ・アーティス
ツ」を結成し、優美な花鳥画でバリ絵画の新しい様式を築いた。その後、1980年代末
からは、バリ絵画の通常の主題や定型的な表現を避けて、日常的なものや人間の性や

出産を描くようになり、従来のバリ絵画の枠組みを超える。《熟睡する母と子》につい

て、モコは「子供と母親が、サロン（腰布）がはずれているのにも気付かないくらい熟睡
している」と語る。
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今年、日本は太平洋戦争の終結から70年目を迎えました。

本展は、この節目の年に、美術作品を通してアジアでお

こった戦争を見つめ、美術と戦争の関わりについて考え

ようとするものです。

展覧会では、日本がアジア諸地域へ侵攻する形で始まっ

た戦争から、20世紀のアジア各地で起こった独立戦争

や、民族・宗教・思想上の対立による紛争、いまも頻発

するテロまで、様々な争いへの応答として作られた作品

を展示します。その内容は、現在から見ると特定のイデオ

ロギーにとらわれたものに見えるかもしれませんが、作家

たちは時代と社会の制約や重圧の下で、戦争という大事

に真摯に向き合い、できうる表現をおこなってきました。

そこには、生々しい戦いの場面だけでなく、戦時下の日常、

戦後の新たな問題、そして戦争についての批判や反戦

の思いなどが表現されています。

この展覧会が、わたしたちが次の時代へ歩みをすすめる

ためのささやかなステップとなり、ジョン・レノンが戦争の

ない世界を「イマジン（想像）」しようと歌ったように、平和

について考えるきっかけになることを願っています。
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1.

海南島のスケッチ
1938-40年頃　古城江寛氏所蔵

「中支」のスケッチ
1938年　古城江寛氏所蔵

錦旗「御召艦比叡」　1933年　宗像市所蔵

19世紀末から20世紀前半、日本は朝鮮半島や遼東半島から中国へ、また台湾から東南
アジアへと、軍事力を背景に領土拡大を目指しました。朝鮮半島の利権をめぐった日清

戦争（1894-95年）、朝鮮半島と中国東北部（満洲）の権益を争った日露戦争（1904-05
年）、そして満洲の占領をもくろんだ満洲事変（1931-33年）、中国に侵攻した日中戦争
（1937-45年）からアジア全域へ拡大した太平洋戦争（1941-45年）。わずか半世紀の
歴史には、おびただしい犠牲者を出したいくつもの戦争が並んでいます。そして、その結

果、台湾と朝鮮半島の植民地化、満洲の実行支配、東南アジアの占領という、日本によ

る植民地経営と他民族の支配が平行して行なわれたことも、忘れることはできません。

第１章は、日本による戦争をテーマにしています。アジア各地へ従軍画家としてわたった、

福岡ゆかりの古城江観と中村研一をとりあげます。彼ら日本人の目に対して、太平洋戦

争の戦場となったフィリピンの画家の目として、フェルナンド・アモルソロを紹介します。異

なる立場の画家の目は、戦争の何を描きだしているのでしょうか?　そして今日、戦争の記
憶を風化させないために表現する、マレーシアのウォン・ホイチョンと沖縄の山城知佳子

の「日本による戦争」を紹介します。ふたりの作品は、人間の心の闇にむきあいながら平
和をねがい、過去を記録し未来へつなごうとする仕事です。

古城江観　1891－1988
　　　　　　　

鹿児島出身の日本画家。人物画、風景画を得意とし、文展・帝展で活躍。1922年に台湾
を訪問後、東南アジア、インド、エジプトなどを遊歴し、フランスへ渡る。パリに長く滞在し現

地のサロン展などに参加。1933年にイギリス、アメリカを経て、数千点のスケッチをたずさ
えて帰国。1938年に従軍画家として日中戦争の情報収集や戦況報告に従事して以降、
海南島から東南アジアへも派遣されており、『海南島』『海口上陸戦記録』『紐育制圧の
図』など戦争記録画を制作。

「中支」とは、揚子江の中・下流一帯のこと。上
海や杭州、南京、蘇州、鎮江などは日中戦争の

激戦地であった。スケッチには、日本軍の戦艦

出雲が停泊する上海港や上海門の砲台、爆

撃後の鎮江や南京の様子などのほか、蘇州で

の事前偵察をうかがわせるものも含まれる。海

南島は南シナ海にうかぶ中国最南端の島で、

地理的な点でも豊かな資源の点でも日本の

「南進」の要所であり、1939年2月から日本の
占領下に置かれた。日章旗のある島民の集落、

海南島司令部に属する兵士の日常、基地の様

子をうかがわせる風景などが含まれる。

「中支」でも海南島でも、なにげない日常風景
や風俗を、しばしば詳細かつ活き活きと描きだ

しており、戦地での情報収集という目的以上

に、異国情緒豊かな風景や風俗への江観の

強い関心や、描くことへのあふれるばかりの熱

意がうかがえる。

中村研一　1895－1967

福岡出身の洋画家。東京美術学校卒業後すぐから帝展

で頭角をあらわす。1923年から5年間パリへ留学。帰国後
も帝展で連続特選をとるなど活躍。戦時中は従軍画家と

して東南アジアへ派遣され、『コタ・バル』（現在、東京国
立近代美術館保管）をはじめ17点の戦争記録画を制作
した。優れたデッサン力、安定感のある構図、落ち着いた

色彩で人物や風景を写実的かつ平明に表現した。

義父が戦艦伊勢の艦長だったこともあり、研一は海軍関

係の仕事をしている。《錦旗「御召艦比叡」》もその一つ

で、1933年に横浜沖でおこなわれた「大演習観艦式」の比叡を描いたもの。御召艦とは、
天皇や皇族が乗船する軍艦のこと。大演習にふさわしく、凪いだ海上に悠然とうかぶ比叡

のはるか上空には戦闘機が飛来する。

太平洋戦争開戦の1941年12月8日、日本軍はマレーシアのコタ・バルから上陸し、イギリス
の東南アジアにおける拠点で軍港があった

シンガポールへ侵攻。翌年2月15日にはシン
ガポールを占領下におき、昭南島と改名して

いる。研一は1942年にシンガポールとインド
シナへ派遣されており、戦争記録画を制作

した。なかでも有名なのは上陸場所をテーマ

にした『コタ・バル』である。研一はそこに15
日間滞在しており、《穴を掘る》は『コタ・バ
ル』のためのスケッチである。また、現地の君
主の娘を描いた《コタ・バルの娘》や、黒い衣

装をまとったその母親の肖像も残っており、

従軍中には比較的自由に現地の風景や風

俗を描くことができたようである。

《昭南》は、ジョホール水道のセレター軍港

を描いたもの。すでに日本の占領下にあっ

たシンガポールののどかな海景に見えるが、

水面に浮かんでいるのは英軍が後退すると

きに空気を抜いて放棄した浮きドックであ

り、まさに「戦勝」の風景に他ならない。

フェルナンド・アモルソロ　1892－1972

フィリピン生まれの画家。南国のロマンチックな風景や愛くるしい女性像を、光を意識した

明るい色彩と柔らかな筆触で描きだし、フィリピン近代絵画の一典型を作りだして人気を

博した。甘美な絵画は印刷物でも流通し、多くの追随者を生んだ。

日本占領期（1942-45年）のアモルソロは、甘美な作品を制作する一方で、実際の出来
事にもとづいた記録的な作品も制作した。

そのテーマと暗鬱な表現は、アモルソロの

画業においては例外的であるが、戦下の

日々の経験が、目を犠牲者や廃墟へむけさ

せたと思われる。

バターンは、日本軍による「死の行進」が行
われた場所。収容所までの約120㎞を、捕
虜の米比兵、戦火に追われた難民たち約8
万人が行進し、その間、日本軍による残虐

行為、マラリアや赤痢などの病気、食料不

足などによって多くの犠牲者が出た。フィリ

ピンでは後に、愛国と抵抗を象徴する地と

なっている。本作は「行進」の翌年に制作さ
れた。傷ついた兵士によりそい天を仰ぐ少

女は、聖母マリアのように神 し々く表現され

るが、同時に鑑賞者を意識したロマンチッ

クさも垣間見られる。同図柄の作品が複数

枚残り、1967年には戦後25周年記念切
手にも採用された。

イントラムロスはマニラ最古の地区で、16
世紀にスペインが築いた城塞都市。1945年の日本軍と米軍の戦闘では多くの市民が巻
き添えになり、米軍の砲撃によって市街地は破壊された。《廃墟のイントラムロス》は、爆撃

間もない時期の惨状を描いた記録性の高いもので、誰もいない風景には戦争のひきおこ

す虚無感や絶望感がただよう。

チャン・ジューチー（張汝器）1904－1942

中国広東生まれの画家。上海美術専科学校卒業後にフ

ランスへ留学。1927年にシンガポールへ移住。1936年に
華人美術研究会を結成し、1938年に創設された南洋美術
専科学校の校長、リン・ハクタイ［林学大、出品作のモデ

ル］に請われ、同校で教鞭をとる。人望が厚くシンガポール

画壇を率いる存在だったが、1942年に日本軍による華人
粛清の犠牲となった。

ウォン・ホイチョン　1960－

マレーシア生まれの美術家。父が中国系移民二世で、母がマレー化した中国人（プラナカ

ン）。その出自から、多民族国家マレーシアにおける「わたしとは?」という問いのもと、家族・移
民・国家の歴史や記憶をたどる作品を制作。

1941-45年にマレー半島を占領した日本軍
は、抗日分子という名目で多くの華人を粛清

（弾圧）した。《粛清》と、その20年後に制作さ
れた続編とでも言うべき《暗い穴》は、いずれ

も史実に基づいている。制作の背景には、

ウォンの父親が奇跡的にも日本軍の収容所

から生還した数少ない人間であったことと、日

本軍の占領が極端な民族意識を助長し、戦

後のマレーシアにおける深刻な民族対立を

まねいたことがある。ウォンにとって、歴史をさ

かのぼり、日本の占領とその後のマレーシア

の歩みに翻弄された家族と民族を振り返る

ことが、いまの自身を見つめることであった。

《粛清》は、目出し帽をかぶった告発者が指

さすだけで、多くの人々が日本軍の銃剣で殺害された実話を描いている。中央の牢獄のう

えに告発者が、左下に日本兵が描かれ、血のような炎を背景に、武器をもたない人々や家

畜が逃げ惑い叫び声をあげる。ただし、この物語は単に日本軍による粛清ではない。死んだ

子を抱え嘆き叫ぶ母親、天にむかって手をあげ絶望する人、物言えない牛などは、ピカソの

『ゲルニカ』から引用されたモチーフであり、全体として、あらゆる戦争の悲劇をうったえる。
《暗い穴》は、20年前には語られなかった父親の体験を取り上げたもの。物語は、日本軍の
捕虜となった青年（父親）が、暗い穴のような牢獄で過酷な生活や同胞の処刑という筆舌

に尽くしがたい恐怖と絶望を経験しながらも、最後は解放されるというもの。凄絶な現実世

界と白昼夢のような空想世界が、実写とアニメーションで描かれる。ウォンによると、本作は

「人間の回復力についての、そして残虐さと同情、恐怖と飢えが、しばしば見分けがつかなく
なる戦時における混乱についての格言めいた物語」である。確かにビデオは、「回復力」で結
ばれる。すなわち、父親は後年、初めての海外旅行で日本を訪ね、旅行を満喫したのである。

山城知佳子　1976－

沖縄生まれの美術家。一貫して、基地を抱

える沖縄のいまに結びつく戦争や植民地

の歴史と記憶の継承に関心をおく。沖縄の

現状をあぶりだすテーマ性と、自ら演じる意

表をついた表現力で、近年、国内で注目を

あつめる作家のひとり。《あなたの声は私の喉を通った》も、画面に登場するのは山城本人

であり、その上にサイパン戦玉砕（1944年）を体験した沖縄の高齢者の映像が重なり、高
齢者の語りがまるで山城の喉を通るように流れだしてくる。風化していく戦争体験のなか

で、どのように記憶に共感しながら受け継いでいけるのか、あるいはそれは困難なのか、と

いう問いが基底にある。

バターンの少女　1942年

廃墟のイントラムロス　1945年

林学大の肖像　1940年頃

昭南　1943年　占部康行氏所蔵

コタ・バルの娘　1942年
中村研一・琢二兄弟生家美術館所蔵

あなたの声は私の喉を通った　2009年

1.

海南島のスケッチ
1938-40年頃　古城江寛氏所蔵

「中支」のスケッチ
1938年　古城江寛氏所蔵

錦旗「御召艦比叡」　1933年　宗像市所蔵

19世紀末から20世紀前半、日本は朝鮮半島や遼東半島から中国へ、また台湾から東南
アジアへと、軍事力を背景に領土拡大を目指しました。朝鮮半島の利権をめぐった日清

戦争（1894-95年）、朝鮮半島と中国東北部（満洲）の権益を争った日露戦争（1904-05
年）、そして満洲の占領をもくろんだ満洲事変（1931-33年）、中国に侵攻した日中戦争
（1937-45年）からアジア全域へ拡大した太平洋戦争（1941-45年）。わずか半世紀の
歴史には、おびただしい犠牲者を出したいくつもの戦争が並んでいます。そして、その結

果、台湾と朝鮮半島の植民地化、満洲の実行支配、東南アジアの占領という、日本によ
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アジアへと、軍事力を背景に領土拡大を目指しました。朝鮮半島の利権をめぐった日清

戦争（1894-95年）、朝鮮半島と中国東北部（満洲）の権益を争った日露戦争（1904-05
年）、そして満洲の占領をもくろんだ満洲事変（1931-33年）、中国に侵攻した日中戦争
（1937-45年）からアジア全域へ拡大した太平洋戦争（1941-45年）。わずか半世紀の
歴史には、おびただしい犠牲者を出したいくつもの戦争が並んでいます。そして、その結

果、台湾と朝鮮半島の植民地化、満洲の実行支配、東南アジアの占領という、日本によ

る植民地経営と他民族の支配が平行して行なわれたことも、忘れることはできません。

第１章は、日本による戦争をテーマにしています。アジア各地へ従軍画家としてわたった、

福岡ゆかりの古城江観と中村研一をとりあげます。彼ら日本人の目に対して、太平洋戦

争の戦場となったフィリピンの画家の目として、フェルナンド・アモルソロを紹介します。異

なる立場の画家の目は、戦争の何を描きだしているのでしょうか?　そして今日、戦争の記
憶を風化させないために表現する、マレーシアのウォン・ホイチョンと沖縄の山城知佳子

の「日本による戦争」を紹介します。ふたりの作品は、人間の心の闇にむきあいながら平
和をねがい、過去を記録し未来へつなごうとする仕事です。

古城江観　1891－1988
　　　　　　　

鹿児島出身の日本画家。人物画、風景画を得意とし、文展・帝展で活躍。1922年に台湾
を訪問後、東南アジア、インド、エジプトなどを遊歴し、フランスへ渡る。パリに長く滞在し現

地のサロン展などに参加。1933年にイギリス、アメリカを経て、数千点のスケッチをたずさ
えて帰国。1938年に従軍画家として日中戦争の情報収集や戦況報告に従事して以降、
海南島から東南アジアへも派遣されており、『海南島』『海口上陸戦記録』『紐育制圧の
図』など戦争記録画を制作。

「中支」とは、揚子江の中・下流一帯のこと。上
海や杭州、南京、蘇州、鎮江などは日中戦争の

激戦地であった。スケッチには、日本軍の戦艦

出雲が停泊する上海港や上海門の砲台、爆

撃後の鎮江や南京の様子などのほか、蘇州で

の事前偵察をうかがわせるものも含まれる。海

南島は南シナ海にうかぶ中国最南端の島で、

地理的な点でも豊かな資源の点でも日本の

「南進」の要所であり、1939年2月から日本の
占領下に置かれた。日章旗のある島民の集落、

海南島司令部に属する兵士の日常、基地の様

子をうかがわせる風景などが含まれる。

「中支」でも海南島でも、なにげない日常風景
や風俗を、しばしば詳細かつ活き活きと描きだ

しており、戦地での情報収集という目的以上

に、異国情緒豊かな風景や風俗への江観の

強い関心や、描くことへのあふれるばかりの熱

意がうかがえる。

中村研一　1895－1967

福岡出身の洋画家。東京美術学校卒業後すぐから帝展

で頭角をあらわす。1923年から5年間パリへ留学。帰国後
も帝展で連続特選をとるなど活躍。戦時中は従軍画家と

して東南アジアへ派遣され、『コタ・バル』（現在、東京国
立近代美術館保管）をはじめ17点の戦争記録画を制作
した。優れたデッサン力、安定感のある構図、落ち着いた

色彩で人物や風景を写実的かつ平明に表現した。

義父が戦艦伊勢の艦長だったこともあり、研一は海軍関

係の仕事をしている。《錦旗「御召艦比叡」》もその一つ

で、1933年に横浜沖でおこなわれた「大演習観艦式」の比叡を描いたもの。御召艦とは、
天皇や皇族が乗船する軍艦のこと。大演習にふさわしく、凪いだ海上に悠然とうかぶ比叡

のはるか上空には戦闘機が飛来する。

太平洋戦争開戦の1941年12月8日、日本軍はマレーシアのコタ・バルから上陸し、イギリス
の東南アジアにおける拠点で軍港があった

シンガポールへ侵攻。翌年2月15日にはシン
ガポールを占領下におき、昭南島と改名して

いる。研一は1942年にシンガポールとインド
シナへ派遣されており、戦争記録画を制作

した。なかでも有名なのは上陸場所をテーマ

にした『コタ・バル』である。研一はそこに15
日間滞在しており、《穴を掘る》は『コタ・バ
ル』のためのスケッチである。また、現地の君
主の娘を描いた《コタ・バルの娘》や、黒い衣

装をまとったその母親の肖像も残っており、

従軍中には比較的自由に現地の風景や風

俗を描くことができたようである。

《昭南》は、ジョホール水道のセレター軍港

を描いたもの。すでに日本の占領下にあっ

たシンガポールののどかな海景に見えるが、

水面に浮かんでいるのは英軍が後退すると

きに空気を抜いて放棄した浮きドックであ

り、まさに「戦勝」の風景に他ならない。

フェルナンド・アモルソロ　1892－1972

フィリピン生まれの画家。南国のロマンチックな風景や愛くるしい女性像を、光を意識した

明るい色彩と柔らかな筆触で描きだし、フィリピン近代絵画の一典型を作りだして人気を

博した。甘美な絵画は印刷物でも流通し、多くの追随者を生んだ。

日本占領期（1942-45年）のアモルソロは、甘美な作品を制作する一方で、実際の出来
事にもとづいた記録的な作品も制作した。

そのテーマと暗鬱な表現は、アモルソロの

画業においては例外的であるが、戦下の

日々の経験が、目を犠牲者や廃墟へむけさ

せたと思われる。

バターンは、日本軍による「死の行進」が行
われた場所。収容所までの約120㎞を、捕
虜の米比兵、戦火に追われた難民たち約8
万人が行進し、その間、日本軍による残虐

行為、マラリアや赤痢などの病気、食料不

足などによって多くの犠牲者が出た。フィリ

ピンでは後に、愛国と抵抗を象徴する地と

なっている。本作は「行進」の翌年に制作さ
れた。傷ついた兵士によりそい天を仰ぐ少

女は、聖母マリアのように神 し々く表現され

るが、同時に鑑賞者を意識したロマンチッ

クさも垣間見られる。同図柄の作品が複数

枚残り、1967年には戦後25周年記念切
手にも採用された。

イントラムロスはマニラ最古の地区で、16
世紀にスペインが築いた城塞都市。1945年の日本軍と米軍の戦闘では多くの市民が巻
き添えになり、米軍の砲撃によって市街地は破壊された。《廃墟のイントラムロス》は、爆撃

間もない時期の惨状を描いた記録性の高いもので、誰もいない風景には戦争のひきおこ

す虚無感や絶望感がただよう。

チャン・ジューチー（張汝器）1904－1942

中国広東生まれの画家。上海美術専科学校卒業後にフ

ランスへ留学。1927年にシンガポールへ移住。1936年に
華人美術研究会を結成し、1938年に創設された南洋美術
専科学校の校長、リン・ハクタイ［林学大、出品作のモデ

ル］に請われ、同校で教鞭をとる。人望が厚くシンガポール

画壇を率いる存在だったが、1942年に日本軍による華人
粛清の犠牲となった。

ウォン・ホイチョン　1960－

マレーシア生まれの美術家。父が中国系移民二世で、母がマレー化した中国人（プラナカ

ン）。その出自から、多民族国家マレーシアにおける「わたしとは?」という問いのもと、家族・移
民・国家の歴史や記憶をたどる作品を制作。

1941-45年にマレー半島を占領した日本軍
は、抗日分子という名目で多くの華人を粛清

（弾圧）した。《粛清》と、その20年後に制作さ
れた続編とでも言うべき《暗い穴》は、いずれ

も史実に基づいている。制作の背景には、

ウォンの父親が奇跡的にも日本軍の収容所

から生還した数少ない人間であったことと、日

本軍の占領が極端な民族意識を助長し、戦

後のマレーシアにおける深刻な民族対立を

まねいたことがある。ウォンにとって、歴史をさ

かのぼり、日本の占領とその後のマレーシア

の歩みに翻弄された家族と民族を振り返る

ことが、いまの自身を見つめることであった。

《粛清》は、目出し帽をかぶった告発者が指

さすだけで、多くの人々が日本軍の銃剣で殺害された実話を描いている。中央の牢獄のう

えに告発者が、左下に日本兵が描かれ、血のような炎を背景に、武器をもたない人々や家

畜が逃げ惑い叫び声をあげる。ただし、この物語は単に日本軍による粛清ではない。死んだ

子を抱え嘆き叫ぶ母親、天にむかって手をあげ絶望する人、物言えない牛などは、ピカソの

『ゲルニカ』から引用されたモチーフであり、全体として、あらゆる戦争の悲劇をうったえる。
《暗い穴》は、20年前には語られなかった父親の体験を取り上げたもの。物語は、日本軍の
捕虜となった青年（父親）が、暗い穴のような牢獄で過酷な生活や同胞の処刑という筆舌

に尽くしがたい恐怖と絶望を経験しながらも、最後は解放されるというもの。凄絶な現実世

界と白昼夢のような空想世界が、実写とアニメーションで描かれる。ウォンによると、本作は

「人間の回復力についての、そして残虐さと同情、恐怖と飢えが、しばしば見分けがつかなく
なる戦時における混乱についての格言めいた物語」である。確かにビデオは、「回復力」で結
ばれる。すなわち、父親は後年、初めての海外旅行で日本を訪ね、旅行を満喫したのである。

山城知佳子　1976－

沖縄生まれの美術家。一貫して、基地を抱

える沖縄のいまに結びつく戦争や植民地

の歴史と記憶の継承に関心をおく。沖縄の

現状をあぶりだすテーマ性と、自ら演じる意

表をついた表現力で、近年、国内で注目を

あつめる作家のひとり。《あなたの声は私の喉を通った》も、画面に登場するのは山城本人

であり、その上にサイパン戦玉砕（1944年）を体験した沖縄の高齢者の映像が重なり、高
齢者の語りがまるで山城の喉を通るように流れだしてくる。風化していく戦争体験のなか

で、どのように記憶に共感しながら受け継いでいけるのか、あるいはそれは困難なのか、と

いう問いが基底にある。

2.アジア

19世紀末から20世紀前半、日本は朝鮮半島や遼東半島から中国へ、また台湾から東南
アジアへと、軍事力を背景に領土拡大を目指しました。朝鮮半島の利権をめぐった日清

戦争（1894-95年）、朝鮮半島と中国東北部（満洲）の権益を争った日露戦争（1904-05
年）、そして満洲の占領をもくろんだ満洲事変（1931-33年）、中国に侵攻した日中戦争
（1937-45年）からアジア全域へ拡大した太平洋戦争（1941-45年）。わずか半世紀の
歴史には、おびただしい犠牲者を出したいくつもの戦争が並んでいます。そして、その結

果、台湾と朝鮮半島の植民地化、満洲の実行支配、東南アジアの占領という、日本によ

る植民地経営と他民族の支配が平行して行なわれたことも、忘れることはできません。

第１章は、日本による戦争をテーマにしています。アジア各地へ従軍画家としてわたった、

福岡ゆかりの古城江観と中村研一をとりあげます。彼ら日本人の目に対して、太平洋戦

争の戦場となったフィリピンの画家の目として、フェルナンド・アモルソロを紹介します。異

なる立場の画家の目は、戦争の何を描きだしているのでしょうか?　そして今日、戦争の記
憶を風化させないために表現する、マレーシアのウォン・ホイチョンと沖縄の山城知佳子

の「日本による戦争」を紹介します。ふたりの作品は、人間の心の闇にむきあいながら平
和をねがい、過去を記録し未来へつなごうとする仕事です。

古城江観　1891－1988
　　　　　　　

鹿児島出身の日本画家。人物画、風景画を得意とし、文展・帝展で活躍。1922年に台湾
を訪問後、東南アジア、インド、エジプトなどを遊歴し、フランスへ渡る。パリに長く滞在し現

地のサロン展などに参加。1933年にイギリス、アメリカを経て、数千点のスケッチをたずさ
えて帰国。1938年に従軍画家として日中戦争の情報収集や戦況報告に従事して以降、
海南島から東南アジアへも派遣されており、『海南島』『海口上陸戦記録』『紐育制圧の
図』など戦争記録画を制作。

「中支」とは、揚子江の中・下流一帯のこと。上
海や杭州、南京、蘇州、鎮江などは日中戦争の

激戦地であった。スケッチには、日本軍の戦艦

出雲が停泊する上海港や上海門の砲台、爆

撃後の鎮江や南京の様子などのほか、蘇州で

の事前偵察をうかがわせるものも含まれる。海

南島は南シナ海にうかぶ中国最南端の島で、

地理的な点でも豊かな資源の点でも日本の

「南進」の要所であり、1939年2月から日本の
占領下に置かれた。日章旗のある島民の集落、

海南島司令部に属する兵士の日常、基地の様

子をうかがわせる風景などが含まれる。

「中支」でも海南島でも、なにげない日常風景
や風俗を、しばしば詳細かつ活き活きと描きだ

しており、戦地での情報収集という目的以上

に、異国情緒豊かな風景や風俗への江観の

強い関心や、描くことへのあふれるばかりの熱

意がうかがえる。

中村研一　1895－1967

福岡出身の洋画家。東京美術学校卒業後すぐから帝展

で頭角をあらわす。1923年から5年間パリへ留学。帰国後
も帝展で連続特選をとるなど活躍。戦時中は従軍画家と

して東南アジアへ派遣され、『コタ・バル』（現在、東京国
立近代美術館保管）をはじめ17点の戦争記録画を制作
した。優れたデッサン力、安定感のある構図、落ち着いた

色彩で人物や風景を写実的かつ平明に表現した。

義父が戦艦伊勢の艦長だったこともあり、研一は海軍関

係の仕事をしている。《錦旗「御召艦比叡」》もその一つ

で、1933年に横浜沖でおこなわれた「大演習観艦式」の比叡を描いたもの。御召艦とは、
天皇や皇族が乗船する軍艦のこと。大演習にふさわしく、凪いだ海上に悠然とうかぶ比叡

のはるか上空には戦闘機が飛来する。

太平洋戦争開戦の1941年12月8日、日本軍はマレーシアのコタ・バルから上陸し、イギリス
の東南アジアにおける拠点で軍港があった

シンガポールへ侵攻。翌年2月15日にはシン
ガポールを占領下におき、昭南島と改名して

いる。研一は1942年にシンガポールとインド
シナへ派遣されており、戦争記録画を制作

した。なかでも有名なのは上陸場所をテーマ

にした『コタ・バル』である。研一はそこに15
日間滞在しており、《穴を掘る》は『コタ・バ
ル』のためのスケッチである。また、現地の君
主の娘を描いた《コタ・バルの娘》や、黒い衣

装をまとったその母親の肖像も残っており、

従軍中には比較的自由に現地の風景や風

俗を描くことができたようである。

《昭南》は、ジョホール水道のセレター軍港

を描いたもの。すでに日本の占領下にあっ

たシンガポールののどかな海景に見えるが、

水面に浮かんでいるのは英軍が後退すると

きに空気を抜いて放棄した浮きドックであ

り、まさに「戦勝」の風景に他ならない。

フェルナンド・アモルソロ　1892－1972

フィリピン生まれの画家。南国のロマンチックな風景や愛くるしい女性像を、光を意識した

明るい色彩と柔らかな筆触で描きだし、フィリピン近代絵画の一典型を作りだして人気を

博した。甘美な絵画は印刷物でも流通し、多くの追随者を生んだ。

日本占領期（1942-45年）のアモルソロは、甘美な作品を制作する一方で、実際の出来
事にもとづいた記録的な作品も制作した。

そのテーマと暗鬱な表現は、アモルソロの

画業においては例外的であるが、戦下の

日々の経験が、目を犠牲者や廃墟へむけさ

せたと思われる。

バターンは、日本軍による「死の行進」が行
われた場所。収容所までの約120㎞を、捕
虜の米比兵、戦火に追われた難民たち約8
万人が行進し、その間、日本軍による残虐

行為、マラリアや赤痢などの病気、食料不

足などによって多くの犠牲者が出た。フィリ

ピンでは後に、愛国と抵抗を象徴する地と

なっている。本作は「行進」の翌年に制作さ
れた。傷ついた兵士によりそい天を仰ぐ少

女は、聖母マリアのように神 し々く表現され

るが、同時に鑑賞者を意識したロマンチッ

クさも垣間見られる。同図柄の作品が複数

枚残り、1967年には戦後25周年記念切
手にも採用された。

イントラムロスはマニラ最古の地区で、16
世紀にスペインが築いた城塞都市。1945年の日本軍と米軍の戦闘では多くの市民が巻
き添えになり、米軍の砲撃によって市街地は破壊された。《廃墟のイントラムロス》は、爆撃

間もない時期の惨状を描いた記録性の高いもので、誰もいない風景には戦争のひきおこ

す虚無感や絶望感がただよう。

チャン・ジューチー（張汝器）1904－1942

中国広東生まれの画家。上海美術専科学校卒業後にフ

ランスへ留学。1927年にシンガポールへ移住。1936年に
華人美術研究会を結成し、1938年に創設された南洋美術
専科学校の校長、リン・ハクタイ［林学大、出品作のモデ

ル］に請われ、同校で教鞭をとる。人望が厚くシンガポール

画壇を率いる存在だったが、1942年に日本軍による華人
粛清の犠牲となった。

ウォン・ホイチョン　1960－

マレーシア生まれの美術家。父が中国系移民二世で、母がマレー化した中国人（プラナカ

ン）。その出自から、多民族国家マレーシアにおける「わたしとは?」という問いのもと、家族・移
民・国家の歴史や記憶をたどる作品を制作。

1941-45年にマレー半島を占領した日本軍
は、抗日分子という名目で多くの華人を粛清

（弾圧）した。《粛清》と、その20年後に制作さ
れた続編とでも言うべき《暗い穴》は、いずれ

も史実に基づいている。制作の背景には、

ウォンの父親が奇跡的にも日本軍の収容所

から生還した数少ない人間であったことと、日

本軍の占領が極端な民族意識を助長し、戦

後のマレーシアにおける深刻な民族対立を

まねいたことがある。ウォンにとって、歴史をさ

かのぼり、日本の占領とその後のマレーシア

の歩みに翻弄された家族と民族を振り返る

ことが、いまの自身を見つめることであった。

《粛清》は、目出し帽をかぶった告発者が指

さすだけで、多くの人々が日本軍の銃剣で殺害された実話を描いている。中央の牢獄のう

えに告発者が、左下に日本兵が描かれ、血のような炎を背景に、武器をもたない人々や家

畜が逃げ惑い叫び声をあげる。ただし、この物語は単に日本軍による粛清ではない。死んだ

子を抱え嘆き叫ぶ母親、天にむかって手をあげ絶望する人、物言えない牛などは、ピカソの

『ゲルニカ』から引用されたモチーフであり、全体として、あらゆる戦争の悲劇をうったえる。
《暗い穴》は、20年前には語られなかった父親の体験を取り上げたもの。物語は、日本軍の
捕虜となった青年（父親）が、暗い穴のような牢獄で過酷な生活や同胞の処刑という筆舌

に尽くしがたい恐怖と絶望を経験しながらも、最後は解放されるというもの。凄絶な現実世

界と白昼夢のような空想世界が、実写とアニメーションで描かれる。ウォンによると、本作は

「人間の回復力についての、そして残虐さと同情、恐怖と飢えが、しばしば見分けがつかなく
なる戦時における混乱についての格言めいた物語」である。確かにビデオは、「回復力」で結
ばれる。すなわち、父親は後年、初めての海外旅行で日本を訪ね、旅行を満喫したのである。

山城知佳子　1976－

沖縄生まれの美術家。一貫して、基地を抱

える沖縄のいまに結びつく戦争や植民地

の歴史と記憶の継承に関心をおく。沖縄の

現状をあぶりだすテーマ性と、自ら演じる意

表をついた表現力で、近年、国内で注目を

あつめる作家のひとり。《あなたの声は私の喉を通った》も、画面に登場するのは山城本人

であり、その上にサイパン戦玉砕（1944年）を体験した沖縄の高齢者の映像が重なり、高
齢者の語りがまるで山城の喉を通るように流れだしてくる。風化していく戦争体験のなか

で、どのように記憶に共感しながら受け継いでいけるのか、あるいはそれは困難なのか、と

いう問いが基底にある。

暗い穴　2009年

粛清　1989年

1945年8月15日、太平洋戦争が終わりました。しかしそれは、新たな戦争の始まりでもあ
りました。

まず、西洋列強の植民地だったアジアの多くの国は、宗主国との激しい独立戦争を経験

します。結果、現在のアジアの国・地域のかたちができあがりました。さらに独立後には、

あたらしい国の内実をめぐって、宗教やイデオロギーや民族の対立により、いくつもの戦

争が起こります。イデオロギーの相違によって国と民族を分断して戦われた朝鮮戦争

（1950-53年休戦）やベトナム戦争（1960頃-75年）、激しい宗教対立によるインド・パ
キスタンの分離独立（1947年）から、さらに民族対立によるパキスタンからのバングラデ
シュ独立戦争（1971年）などです。国と民族をわけたこれらの戦争は、戦渦による直接的
な犠牲者だけでなく、家族の離散や難民という問題、さらには移住先での差別の問題を

連鎖的に引き起こします。そして、しばしば資本主義陣営と共産主義陣営の覇権をめぐ

る冷戦構造（1945-89年）を反映し、複雑な様相を呈しています。とりわけベトナム戦争
は、アメリカとソビエトの代理戦争とも言われました。

第2章では、ベトナム戦争に関する作品を中心に紹介します。後方支援を主題にしたグエ
ン・ニュ・ファンの漆絵や、戦意高揚のためのポスターは、画家たちが従軍しながら仕上げ

たものです。どれも勝利を、その先の平和を目指して制作されました。また、こどもの頃にベ

トナム戦争を経験したチュオン・タンや、難民として渡米としたディン・キュー・レを紹介し

ます。大人になったふたりは、ベトナム戦争に想を得ながら、勝者や敗者といった単純な

図式を超えて、戦争そのものの愚かさを表現します。

グエン・ニュ・ファン　1922－

ベトナム生まれの画家。フランスからの独立を求めた第一次インドシナ戦争（1946-54年）
から、第二次インドシナ戦争（ベトナム戦争、1960-75
年）に従軍。戦意高揚のためのポスター、前線で発行

するリーフレットのイラストなどを手がけた。《ターイグエ

ン（中部高原）を行く》は、ベトナム戦争の最中に制作

されたもの。ベトナムの中部高原地帯は、戦時中は攻

撃の要所として知られた。異時同図法（1枚の画面に
異なる時間の出来事を描く）で、少数民族の女性たち

が画面上の村を出発するところから、背負子を背負っ

て川をわたり、暴風雨のなか高原をすすんで、画面下

の兵士たちに暖かく迎えられるところまでを、物語風に

表現している。物資をとどける女性たちのいわゆる後

方支援がテーマである。人物や樹木、山河、そして大

気現象までが巧みに表わされている。

　

カムスック・ケミンムアン　1942－

ラオス生まれの画家。環境破壊などの問題をテーマに自然や動物といきる人 を々描く。ベ

トナム戦争の隠れた戦場だったラオスでは、その内戦（1953-75年）に北ベトナム、アメ
リカ、タイ、南ベトナムなどの軍が深く関与

し、激しい戦闘が行われた。これらのスケッ

チは、王国軍と対立した共産主義革命勢

力「パテート・ラーオ」に従軍した画家が、
その拠点とした村や、アメリカと交戦する

兵士や製鉄や塹壕作りに携わる兵士、ま

た兵士たちの休憩の様子などを描いたも

の。従軍の日々のなかで仲間を間近にとら

えている。　

ベトナム戦争ポスター原画

ベトナム戦争では、北ベトナム人の対米意識を宣揚するために、大量のプロパガンダ用ポ

スターが流通した。これはその原画。物資不足

だったこの時代、画家たちは政府から紙（一律

50×70㎝）と絵の具の支給をうけて、反米的な
内容をはじめ、兵士（男性も女性も）の活躍、後

方支援の様子、戦地に送り出す家族のイメー

ジ、守るべき子どもたちなど、さまざまなテーマの

ポスター原画を描いた。

チュオン・タン　1963－

ベトナム出身の美術家。90年代には、同性
愛者という自身のアイデンティティに関する

テーマを追求し、抽象化された女性的な男

性像を漆絵で制作。2000年代に入ると、絵
画から彫刻やインスタレーションへと表現領

域を広げた。《平和の母》は、戦争に翻弄さ

れた近代ベトナムの社会と歴史に基づく。何

種類もの迷彩柄の布（総長200m超）を幾
層も重ねて制作している。その布を剥いでも

はいでも「平和の母」の姿は軍服のままであ
ることに、平和のための戦争という論理がま

かり通ることを鋭く批判する。

ディン・キュー・レ　1968－

ベトナム出身の美術家。10歳の
ときに難民として渡米。自身の体

験に重なる戦争や移民をテーマ

にした写真、映像、彫刻などの作

品を制作。《南シナ海ピシュクン》

は、1975年の終戦時に、ベトナム
から撤退する米軍のヘリコプター

が、途中燃料切れで次 と々南シナ海に墜落し、多くの犠牲者が出た史実に基づ

き、その情景を想像してアニメーションで表現したもの。「ピシュクン」とは、北米先
住民が、バッファローをパニックに陥れて崖から追い落として殺した場所のこと。

ヘリコプターを崖から追い落とされる野牛にたとえることで、戦争のもたらす悲劇

の複雑さを、民族や国家やイデオロギーを越えた視点から描き出そうとする。

リー・ムバイ（李慕白）　1913－1991

中国浙江省出身の画家。戦前は、商品広告

のためにモダンでロマンチックな女性像を描

き人気を集めた。戦後は、政府の方針や政

策を伝えるプロパガンダ用ポスターのため

に、新時代の労働者や英雄を人民の理想

像として健康的で明るく表現している。本作

は、「抗美援朝」（朝鮮戦争においてアメリカ
に抵抗し、北朝鮮を応援する）運動を後押し

するもので、義勇軍として参加した人民解放

軍の兵士、ジャン・ジーホエ［張積恵］が朝鮮

の子供たちに歓待されている場面。

シエ・ジーグワン（謝之光）　1900－1976

中国浙江省出身の画家。中華民

国期には商品広告の原画制作

に、中華人民共和国の建国後は

プロパガンダ用ポスターの制作に

たずさわった。《授勲される彭徳

懐》は、朝鮮戦争の休戦交渉に

あたったパン・ドゥホワイ［彭徳懐］

将軍が、その功績を評価されて朝

鮮政府一級国家勲章を受賞して

いる場面。画家は『人民画報』などに掲載された写真や記事を基に制作。後に政
治的な理由から二人の顔を消去している。

カイユム・チョウドリー　1934－2014

バングラデシュ生まれの美術家。インド・パキスタンの分離独立から、バングラデ

シュ独立戦争、その後の復興と、動乱期の

バングラデシュ近代美術界を担ったひとり。

本作は、1971年の独立戦争に取材したも
の。あかあかと燃えさかる町に、無数の犠牲

者が積み重なって倒れている様子が抽象的

に表現されている。パキスタンからの独立が、

多くの兵士や国民の犠牲のうえに築かれた

ことを物語る。独立戦争の虐殺を描いたシ

リーズのうちの1点で、制作は戦後すぐの
1972年。
　　

パンヤー・ウィチンタナサーン　1956－

タイ生まれの画家。

1970年代に「新伝
統絵画」の潮流を作
り出した第一人者。

タイの仏教思想を背

景にした宇宙観や世

界観、また作者自身

の政治思想やタイ社

会の人間模様を、壮

大かつ装飾的な画

面構成と、金や銀を効果的に使った暗い色調と緻密な描写で神秘的に表

現する。

《冷戦》は、世界を二つにわけた冷戦をテーマにしたシリーズ4点のうちのひとつ。
左側にはアメリカを盟主とする資本主義・自由主義陣営を、右上にはソビエトを

盟主とする社会主義・共産主義陣営を、右下には大国の冷戦構造を背景に内

戦状態にある小さな国 を々、タイの寺院などの装飾に見られるモチーフに独創的

な解釈を加えて、3つの魔物として表現している。さらに、左下に欧米の近代建
築（青い構造物）に圧倒されるタイの伝統建築を、右端にはバンコクの象徴であ

るワット・スタットの巨大ブランコを描いている。ワット・スタットは、1973年10月の
民主化要求の拠点。学生だった作者もこの運動に参加しており、巨大ブランコ

にもタイの国旗をかかげて駆ける若者たちにも、また赤ん坊をつれて訴える女性

にも、自らの経験と記憶を反映させている。巨大な魔物の前ではあまりに小さい

民主化運動に対する不安や無力感、その一方で変化への期待など複雑な心情

が込められているだろう。

　ターイグエン（中部高原）を行く
1962年

ラオス内戦のスケッチ
1969-75年　個人所蔵

ファム・ミン・チー（詳細不詳）
人民に永遠の春をもう一度　1975年

平和の母　2009年

南シナ海ピシュクン　2009年

空軍の英雄張積恵と朝鮮の子供
1950年

授勲される彭徳懐　1953年頃

バングラデシュ’71　1972年

あなたの声は私の喉を通った　2009年

2.アジア

19世紀末から20世紀前半、日本は朝鮮半島や遼東半島から中国へ、また台湾から東南
アジアへと、軍事力を背景に領土拡大を目指しました。朝鮮半島の利権をめぐった日清

戦争（1894-95年）、朝鮮半島と中国東北部（満洲）の権益を争った日露戦争（1904-05
年）、そして満洲の占領をもくろんだ満洲事変（1931-33年）、中国に侵攻した日中戦争
（1937-45年）からアジア全域へ拡大した太平洋戦争（1941-45年）。わずか半世紀の
歴史には、おびただしい犠牲者を出したいくつもの戦争が並んでいます。そして、その結

果、台湾と朝鮮半島の植民地化、満洲の実行支配、東南アジアの占領という、日本によ

る植民地経営と他民族の支配が平行して行なわれたことも、忘れることはできません。

第１章は、日本による戦争をテーマにしています。アジア各地へ従軍画家としてわたった、

福岡ゆかりの古城江観と中村研一をとりあげます。彼ら日本人の目に対して、太平洋戦

争の戦場となったフィリピンの画家の目として、フェルナンド・アモルソロを紹介します。異

なる立場の画家の目は、戦争の何を描きだしているのでしょうか?　そして今日、戦争の記
憶を風化させないために表現する、マレーシアのウォン・ホイチョンと沖縄の山城知佳子

の「日本による戦争」を紹介します。ふたりの作品は、人間の心の闇にむきあいながら平
和をねがい、過去を記録し未来へつなごうとする仕事です。

古城江観　1891－1988
　　　　　　　

鹿児島出身の日本画家。人物画、風景画を得意とし、文展・帝展で活躍。1922年に台湾
を訪問後、東南アジア、インド、エジプトなどを遊歴し、フランスへ渡る。パリに長く滞在し現

地のサロン展などに参加。1933年にイギリス、アメリカを経て、数千点のスケッチをたずさ
えて帰国。1938年に従軍画家として日中戦争の情報収集や戦況報告に従事して以降、
海南島から東南アジアへも派遣されており、『海南島』『海口上陸戦記録』『紐育制圧の
図』など戦争記録画を制作。

「中支」とは、揚子江の中・下流一帯のこと。上
海や杭州、南京、蘇州、鎮江などは日中戦争の

激戦地であった。スケッチには、日本軍の戦艦

出雲が停泊する上海港や上海門の砲台、爆

撃後の鎮江や南京の様子などのほか、蘇州で

の事前偵察をうかがわせるものも含まれる。海

南島は南シナ海にうかぶ中国最南端の島で、

地理的な点でも豊かな資源の点でも日本の

「南進」の要所であり、1939年2月から日本の
占領下に置かれた。日章旗のある島民の集落、

海南島司令部に属する兵士の日常、基地の様

子をうかがわせる風景などが含まれる。

「中支」でも海南島でも、なにげない日常風景
や風俗を、しばしば詳細かつ活き活きと描きだ

しており、戦地での情報収集という目的以上

に、異国情緒豊かな風景や風俗への江観の

強い関心や、描くことへのあふれるばかりの熱

意がうかがえる。

中村研一　1895－1967

福岡出身の洋画家。東京美術学校卒業後すぐから帝展

で頭角をあらわす。1923年から5年間パリへ留学。帰国後
も帝展で連続特選をとるなど活躍。戦時中は従軍画家と

して東南アジアへ派遣され、『コタ・バル』（現在、東京国
立近代美術館保管）をはじめ17点の戦争記録画を制作
した。優れたデッサン力、安定感のある構図、落ち着いた

色彩で人物や風景を写実的かつ平明に表現した。

義父が戦艦伊勢の艦長だったこともあり、研一は海軍関

係の仕事をしている。《錦旗「御召艦比叡」》もその一つ

で、1933年に横浜沖でおこなわれた「大演習観艦式」の比叡を描いたもの。御召艦とは、
天皇や皇族が乗船する軍艦のこと。大演習にふさわしく、凪いだ海上に悠然とうかぶ比叡

のはるか上空には戦闘機が飛来する。

太平洋戦争開戦の1941年12月8日、日本軍はマレーシアのコタ・バルから上陸し、イギリス
の東南アジアにおける拠点で軍港があった

シンガポールへ侵攻。翌年2月15日にはシン
ガポールを占領下におき、昭南島と改名して

いる。研一は1942年にシンガポールとインド
シナへ派遣されており、戦争記録画を制作

した。なかでも有名なのは上陸場所をテーマ

にした『コタ・バル』である。研一はそこに15
日間滞在しており、《穴を掘る》は『コタ・バ
ル』のためのスケッチである。また、現地の君
主の娘を描いた《コタ・バルの娘》や、黒い衣

装をまとったその母親の肖像も残っており、

従軍中には比較的自由に現地の風景や風

俗を描くことができたようである。

《昭南》は、ジョホール水道のセレター軍港

を描いたもの。すでに日本の占領下にあっ

たシンガポールののどかな海景に見えるが、

水面に浮かんでいるのは英軍が後退すると

きに空気を抜いて放棄した浮きドックであ

り、まさに「戦勝」の風景に他ならない。

フェルナンド・アモルソロ　1892－1972

フィリピン生まれの画家。南国のロマンチックな風景や愛くるしい女性像を、光を意識した

明るい色彩と柔らかな筆触で描きだし、フィリピン近代絵画の一典型を作りだして人気を

博した。甘美な絵画は印刷物でも流通し、多くの追随者を生んだ。

日本占領期（1942-45年）のアモルソロは、甘美な作品を制作する一方で、実際の出来
事にもとづいた記録的な作品も制作した。

そのテーマと暗鬱な表現は、アモルソロの

画業においては例外的であるが、戦下の

日々の経験が、目を犠牲者や廃墟へむけさ

せたと思われる。

バターンは、日本軍による「死の行進」が行
われた場所。収容所までの約120㎞を、捕
虜の米比兵、戦火に追われた難民たち約8
万人が行進し、その間、日本軍による残虐

行為、マラリアや赤痢などの病気、食料不

足などによって多くの犠牲者が出た。フィリ

ピンでは後に、愛国と抵抗を象徴する地と

なっている。本作は「行進」の翌年に制作さ
れた。傷ついた兵士によりそい天を仰ぐ少

女は、聖母マリアのように神 し々く表現され

るが、同時に鑑賞者を意識したロマンチッ

クさも垣間見られる。同図柄の作品が複数

枚残り、1967年には戦後25周年記念切
手にも採用された。

イントラムロスはマニラ最古の地区で、16
世紀にスペインが築いた城塞都市。1945年の日本軍と米軍の戦闘では多くの市民が巻
き添えになり、米軍の砲撃によって市街地は破壊された。《廃墟のイントラムロス》は、爆撃

間もない時期の惨状を描いた記録性の高いもので、誰もいない風景には戦争のひきおこ

す虚無感や絶望感がただよう。

チャン・ジューチー（張汝器）1904－1942

中国広東生まれの画家。上海美術専科学校卒業後にフ

ランスへ留学。1927年にシンガポールへ移住。1936年に
華人美術研究会を結成し、1938年に創設された南洋美術
専科学校の校長、リン・ハクタイ［林学大、出品作のモデ

ル］に請われ、同校で教鞭をとる。人望が厚くシンガポール

画壇を率いる存在だったが、1942年に日本軍による華人
粛清の犠牲となった。

ウォン・ホイチョン　1960－

マレーシア生まれの美術家。父が中国系移民二世で、母がマレー化した中国人（プラナカ

ン）。その出自から、多民族国家マレーシアにおける「わたしとは?」という問いのもと、家族・移
民・国家の歴史や記憶をたどる作品を制作。

1941-45年にマレー半島を占領した日本軍
は、抗日分子という名目で多くの華人を粛清

（弾圧）した。《粛清》と、その20年後に制作さ
れた続編とでも言うべき《暗い穴》は、いずれ

も史実に基づいている。制作の背景には、

ウォンの父親が奇跡的にも日本軍の収容所

から生還した数少ない人間であったことと、日

本軍の占領が極端な民族意識を助長し、戦

後のマレーシアにおける深刻な民族対立を

まねいたことがある。ウォンにとって、歴史をさ

かのぼり、日本の占領とその後のマレーシア

の歩みに翻弄された家族と民族を振り返る

ことが、いまの自身を見つめることであった。

《粛清》は、目出し帽をかぶった告発者が指

さすだけで、多くの人々が日本軍の銃剣で殺害された実話を描いている。中央の牢獄のう

えに告発者が、左下に日本兵が描かれ、血のような炎を背景に、武器をもたない人々や家

畜が逃げ惑い叫び声をあげる。ただし、この物語は単に日本軍による粛清ではない。死んだ

子を抱え嘆き叫ぶ母親、天にむかって手をあげ絶望する人、物言えない牛などは、ピカソの

『ゲルニカ』から引用されたモチーフであり、全体として、あらゆる戦争の悲劇をうったえる。
《暗い穴》は、20年前には語られなかった父親の体験を取り上げたもの。物語は、日本軍の
捕虜となった青年（父親）が、暗い穴のような牢獄で過酷な生活や同胞の処刑という筆舌

に尽くしがたい恐怖と絶望を経験しながらも、最後は解放されるというもの。凄絶な現実世

界と白昼夢のような空想世界が、実写とアニメーションで描かれる。ウォンによると、本作は

「人間の回復力についての、そして残虐さと同情、恐怖と飢えが、しばしば見分けがつかなく
なる戦時における混乱についての格言めいた物語」である。確かにビデオは、「回復力」で結
ばれる。すなわち、父親は後年、初めての海外旅行で日本を訪ね、旅行を満喫したのである。

山城知佳子　1976－

沖縄生まれの美術家。一貫して、基地を抱

える沖縄のいまに結びつく戦争や植民地

の歴史と記憶の継承に関心をおく。沖縄の

現状をあぶりだすテーマ性と、自ら演じる意

表をついた表現力で、近年、国内で注目を

あつめる作家のひとり。《あなたの声は私の喉を通った》も、画面に登場するのは山城本人

であり、その上にサイパン戦玉砕（1944年）を体験した沖縄の高齢者の映像が重なり、高
齢者の語りがまるで山城の喉を通るように流れだしてくる。風化していく戦争体験のなか

で、どのように記憶に共感しながら受け継いでいけるのか、あるいはそれは困難なのか、と

いう問いが基底にある。

バターンの少女　1942年

廃墟のイントラムロス　1945年

林学大の肖像　1940年頃

暗い穴　2009年

粛清　1989年

1945年8月15日、太平洋戦争が終わりました。しかしそれは、新たな戦争の始まりでもあ
りました。

まず、西洋列強の植民地だったアジアの多くの国は、宗主国との激しい独立戦争を経験

します。結果、現在のアジアの国・地域のかたちができあがりました。さらに独立後には、

あたらしい国の内実をめぐって、宗教やイデオロギーや民族の対立により、いくつもの戦

争が起こります。イデオロギーの相違によって国と民族を分断して戦われた朝鮮戦争

（1950-53年休戦）やベトナム戦争（1960頃-75年）、激しい宗教対立によるインド・パ
キスタンの分離独立（1947年）から、さらに民族対立によるパキスタンからのバングラデ
シュ独立戦争（1971年）などです。国と民族をわけたこれらの戦争は、戦渦による直接的
な犠牲者だけでなく、家族の離散や難民という問題、さらには移住先での差別の問題を

連鎖的に引き起こします。そして、しばしば資本主義陣営と共産主義陣営の覇権をめぐ

る冷戦構造（1945-89年）を反映し、複雑な様相を呈しています。とりわけベトナム戦争
は、アメリカとソビエトの代理戦争とも言われました。

第2章では、ベトナム戦争に関する作品を中心に紹介します。後方支援を主題にしたグエ
ン・ニュ・ファンの漆絵や、戦意高揚のためのポスターは、画家たちが従軍しながら仕上げ

たものです。どれも勝利を、その先の平和を目指して制作されました。また、こどもの頃にベ

トナム戦争を経験したチュオン・タンや、難民として渡米としたディン・キュー・レを紹介し

ます。大人になったふたりは、ベトナム戦争に想を得ながら、勝者や敗者といった単純な

図式を超えて、戦争そのものの愚かさを表現します。

グエン・ニュ・ファン　1922－

ベトナム生まれの画家。フランスからの独立を求めた第一次インドシナ戦争（1946-54年）
から、第二次インドシナ戦争（ベトナム戦争、1960-75
年）に従軍。戦意高揚のためのポスター、前線で発行

するリーフレットのイラストなどを手がけた。《ターイグエ

ン（中部高原）を行く》は、ベトナム戦争の最中に制作

されたもの。ベトナムの中部高原地帯は、戦時中は攻

撃の要所として知られた。異時同図法（1枚の画面に
異なる時間の出来事を描く）で、少数民族の女性たち

が画面上の村を出発するところから、背負子を背負っ

て川をわたり、暴風雨のなか高原をすすんで、画面下

の兵士たちに暖かく迎えられるところまでを、物語風に

表現している。物資をとどける女性たちのいわゆる後

方支援がテーマである。人物や樹木、山河、そして大

気現象までが巧みに表わされている。

　

カムスック・ケミンムアン　1942－

ラオス生まれの画家。環境破壊などの問題をテーマに自然や動物といきる人 を々描く。ベ

トナム戦争の隠れた戦場だったラオスでは、その内戦（1953-75年）に北ベトナム、アメ
リカ、タイ、南ベトナムなどの軍が深く関与

し、激しい戦闘が行われた。これらのスケッ

チは、王国軍と対立した共産主義革命勢

力「パテート・ラーオ」に従軍した画家が、
その拠点とした村や、アメリカと交戦する

兵士や製鉄や塹壕作りに携わる兵士、ま

た兵士たちの休憩の様子などを描いたも

の。従軍の日々のなかで仲間を間近にとら

えている。　

ベトナム戦争ポスター原画

ベトナム戦争では、北ベトナム人の対米意識を宣揚するために、大量のプロパガンダ用ポ

スターが流通した。これはその原画。物資不足

だったこの時代、画家たちは政府から紙（一律

50×70㎝）と絵の具の支給をうけて、反米的な
内容をはじめ、兵士（男性も女性も）の活躍、後

方支援の様子、戦地に送り出す家族のイメー

ジ、守るべき子どもたちなど、さまざまなテーマの

ポスター原画を描いた。

チュオン・タン　1963－

ベトナム出身の美術家。90年代には、同性
愛者という自身のアイデンティティに関する

テーマを追求し、抽象化された女性的な男

性像を漆絵で制作。2000年代に入ると、絵
画から彫刻やインスタレーションへと表現領

域を広げた。《平和の母》は、戦争に翻弄さ

れた近代ベトナムの社会と歴史に基づく。何

種類もの迷彩柄の布（総長200m超）を幾
層も重ねて制作している。その布を剥いでも

はいでも「平和の母」の姿は軍服のままであ
ることに、平和のための戦争という論理がま

かり通ることを鋭く批判する。

ディン・キュー・レ　1968－

ベトナム出身の美術家。10歳の
ときに難民として渡米。自身の体

験に重なる戦争や移民をテーマ

にした写真、映像、彫刻などの作

品を制作。《南シナ海ピシュクン》

は、1975年の終戦時に、ベトナム
から撤退する米軍のヘリコプター

が、途中燃料切れで次 と々南シナ海に墜落し、多くの犠牲者が出た史実に基づ

き、その情景を想像してアニメーションで表現したもの。「ピシュクン」とは、北米先
住民が、バッファローをパニックに陥れて崖から追い落として殺した場所のこと。

ヘリコプターを崖から追い落とされる野牛にたとえることで、戦争のもたらす悲劇

の複雑さを、民族や国家やイデオロギーを越えた視点から描き出そうとする。

リー・ムバイ（李慕白）　1913－1991

中国浙江省出身の画家。戦前は、商品広告

のためにモダンでロマンチックな女性像を描

き人気を集めた。戦後は、政府の方針や政

策を伝えるプロパガンダ用ポスターのため

に、新時代の労働者や英雄を人民の理想

像として健康的で明るく表現している。本作

は、「抗美援朝」（朝鮮戦争においてアメリカ
に抵抗し、北朝鮮を応援する）運動を後押し

するもので、義勇軍として参加した人民解放

軍の兵士、ジャン・ジーホエ［張積恵］が朝鮮

の子供たちに歓待されている場面。

シエ・ジーグワン（謝之光）　1900－1976

中国浙江省出身の画家。中華民

国期には商品広告の原画制作

に、中華人民共和国の建国後は

プロパガンダ用ポスターの制作に

たずさわった。《授勲される彭徳

懐》は、朝鮮戦争の休戦交渉に

あたったパン・ドゥホワイ［彭徳懐］

将軍が、その功績を評価されて朝

鮮政府一級国家勲章を受賞して

いる場面。画家は『人民画報』などに掲載された写真や記事を基に制作。後に政
治的な理由から二人の顔を消去している。

カイユム・チョウドリー　1934－2014

バングラデシュ生まれの美術家。インド・パキスタンの分離独立から、バングラデ

シュ独立戦争、その後の復興と、動乱期の

バングラデシュ近代美術界を担ったひとり。

本作は、1971年の独立戦争に取材したも
の。あかあかと燃えさかる町に、無数の犠牲

者が積み重なって倒れている様子が抽象的

に表現されている。パキスタンからの独立が、

多くの兵士や国民の犠牲のうえに築かれた

ことを物語る。独立戦争の虐殺を描いたシ

リーズのうちの1点で、制作は戦後すぐの
1972年。
　　

パンヤー・ウィチンタナサーン　1956－

タイ生まれの画家。

1970年代に「新伝
統絵画」の潮流を作
り出した第一人者。

タイの仏教思想を背

景にした宇宙観や世

界観、また作者自身

の政治思想やタイ社

会の人間模様を、壮

大かつ装飾的な画

面構成と、金や銀を効果的に使った暗い色調と緻密な描写で神秘的に表

現する。

《冷戦》は、世界を二つにわけた冷戦をテーマにしたシリーズ4点のうちのひとつ。
左側にはアメリカを盟主とする資本主義・自由主義陣営を、右上にはソビエトを

盟主とする社会主義・共産主義陣営を、右下には大国の冷戦構造を背景に内

戦状態にある小さな国 を々、タイの寺院などの装飾に見られるモチーフに独創的

な解釈を加えて、3つの魔物として表現している。さらに、左下に欧米の近代建
築（青い構造物）に圧倒されるタイの伝統建築を、右端にはバンコクの象徴であ

るワット・スタットの巨大ブランコを描いている。ワット・スタットは、1973年10月の
民主化要求の拠点。学生だった作者もこの運動に参加しており、巨大ブランコ

にもタイの国旗をかかげて駆ける若者たちにも、また赤ん坊をつれて訴える女性

にも、自らの経験と記憶を反映させている。巨大な魔物の前ではあまりに小さい

民主化運動に対する不安や無力感、その一方で変化への期待など複雑な心情

が込められているだろう。

　ターイグエン（中部高原）を行く
1962年

ラオス内戦のスケッチ
1969-75年　個人所蔵

ファム・ミン・チー（詳細不詳）
人民に永遠の春をもう一度　1975年

南シナ海ピシュクン　2009年

あなたの声は私の喉を通った　2009年

1. 2.アジア

海南島のスケッチ
1938-40年頃　古城江寛氏所蔵

「中支」のスケッチ
1938年　古城江寛氏所蔵

錦旗「御召艦比叡」　1933年　宗像市所蔵

19世紀末から20世紀前半、日本は朝鮮半島や遼東半島から中国へ、また台湾から東南
アジアへと、軍事力を背景に領土拡大を目指しました。朝鮮半島の利権をめぐった日清

戦争（1894-95年）、朝鮮半島と中国東北部（満洲）の権益を争った日露戦争（1904-05
年）、そして満洲の占領をもくろんだ満洲事変（1931-33年）、中国に侵攻した日中戦争
（1937-45年）からアジア全域へ拡大した太平洋戦争（1941-45年）。わずか半世紀の
歴史には、おびただしい犠牲者を出したいくつもの戦争が並んでいます。そして、その結

果、台湾と朝鮮半島の植民地化、満洲の実行支配、東南アジアの占領という、日本によ

る植民地経営と他民族の支配が平行して行なわれたことも、忘れることはできません。

第１章は、日本による戦争をテーマにしています。アジア各地へ従軍画家としてわたった、

福岡ゆかりの古城江観と中村研一をとりあげます。彼ら日本人の目に対して、太平洋戦

争の戦場となったフィリピンの画家の目として、フェルナンド・アモルソロを紹介します。異

なる立場の画家の目は、戦争の何を描きだしているのでしょうか?　そして今日、戦争の記
憶を風化させないために表現する、マレーシアのウォン・ホイチョンと沖縄の山城知佳子

の「日本による戦争」を紹介します。ふたりの作品は、人間の心の闇にむきあいながら平
和をねがい、過去を記録し未来へつなごうとする仕事です。

古城江観　1891－1988
　　　　　　　

鹿児島出身の日本画家。人物画、風景画を得意とし、文展・帝展で活躍。1922年に台湾
を訪問後、東南アジア、インド、エジプトなどを遊歴し、フランスへ渡る。パリに長く滞在し現

地のサロン展などに参加。1933年にイギリス、アメリカを経て、数千点のスケッチをたずさ
えて帰国。1938年に従軍画家として日中戦争の情報収集や戦況報告に従事して以降、
海南島から東南アジアへも派遣されており、『海南島』『海口上陸戦記録』『紐育制圧の
図』など戦争記録画を制作。

「中支」とは、揚子江の中・下流一帯のこと。上
海や杭州、南京、蘇州、鎮江などは日中戦争の

激戦地であった。スケッチには、日本軍の戦艦

出雲が停泊する上海港や上海門の砲台、爆

撃後の鎮江や南京の様子などのほか、蘇州で

の事前偵察をうかがわせるものも含まれる。海

南島は南シナ海にうかぶ中国最南端の島で、

地理的な点でも豊かな資源の点でも日本の

「南進」の要所であり、1939年2月から日本の
占領下に置かれた。日章旗のある島民の集落、

海南島司令部に属する兵士の日常、基地の様

子をうかがわせる風景などが含まれる。

「中支」でも海南島でも、なにげない日常風景
や風俗を、しばしば詳細かつ活き活きと描きだ

しており、戦地での情報収集という目的以上

に、異国情緒豊かな風景や風俗への江観の

強い関心や、描くことへのあふれるばかりの熱

意がうかがえる。

中村研一　1895－1967

福岡出身の洋画家。東京美術学校卒業後すぐから帝展

で頭角をあらわす。1923年から5年間パリへ留学。帰国後
も帝展で連続特選をとるなど活躍。戦時中は従軍画家と

して東南アジアへ派遣され、『コタ・バル』（現在、東京国
立近代美術館保管）をはじめ17点の戦争記録画を制作
した。優れたデッサン力、安定感のある構図、落ち着いた

色彩で人物や風景を写実的かつ平明に表現した。

義父が戦艦伊勢の艦長だったこともあり、研一は海軍関

係の仕事をしている。《錦旗「御召艦比叡」》もその一つ

で、1933年に横浜沖でおこなわれた「大演習観艦式」の比叡を描いたもの。御召艦とは、
天皇や皇族が乗船する軍艦のこと。大演習にふさわしく、凪いだ海上に悠然とうかぶ比叡

のはるか上空には戦闘機が飛来する。

太平洋戦争開戦の1941年12月8日、日本軍はマレーシアのコタ・バルから上陸し、イギリス
の東南アジアにおける拠点で軍港があった

シンガポールへ侵攻。翌年2月15日にはシン
ガポールを占領下におき、昭南島と改名して

いる。研一は1942年にシンガポールとインド
シナへ派遣されており、戦争記録画を制作

した。なかでも有名なのは上陸場所をテーマ

にした『コタ・バル』である。研一はそこに15
日間滞在しており、《穴を掘る》は『コタ・バ
ル』のためのスケッチである。また、現地の君
主の娘を描いた《コタ・バルの娘》や、黒い衣

装をまとったその母親の肖像も残っており、

従軍中には比較的自由に現地の風景や風

俗を描くことができたようである。

《昭南》は、ジョホール水道のセレター軍港

を描いたもの。すでに日本の占領下にあっ

たシンガポールののどかな海景に見えるが、

水面に浮かんでいるのは英軍が後退すると

きに空気を抜いて放棄した浮きドックであ

り、まさに「戦勝」の風景に他ならない。

フェルナンド・アモルソロ　1892－1972

フィリピン生まれの画家。南国のロマンチックな風景や愛くるしい女性像を、光を意識した

明るい色彩と柔らかな筆触で描きだし、フィリピン近代絵画の一典型を作りだして人気を

博した。甘美な絵画は印刷物でも流通し、多くの追随者を生んだ。

日本占領期（1942-45年）のアモルソロは、甘美な作品を制作する一方で、実際の出来
事にもとづいた記録的な作品も制作した。

そのテーマと暗鬱な表現は、アモルソロの

画業においては例外的であるが、戦下の

日々の経験が、目を犠牲者や廃墟へむけさ

せたと思われる。

バターンは、日本軍による「死の行進」が行
われた場所。収容所までの約120㎞を、捕
虜の米比兵、戦火に追われた難民たち約8
万人が行進し、その間、日本軍による残虐

行為、マラリアや赤痢などの病気、食料不

足などによって多くの犠牲者が出た。フィリ

ピンでは後に、愛国と抵抗を象徴する地と

なっている。本作は「行進」の翌年に制作さ
れた。傷ついた兵士によりそい天を仰ぐ少

女は、聖母マリアのように神 し々く表現され

るが、同時に鑑賞者を意識したロマンチッ

クさも垣間見られる。同図柄の作品が複数

枚残り、1967年には戦後25周年記念切
手にも採用された。

イントラムロスはマニラ最古の地区で、16
世紀にスペインが築いた城塞都市。1945年の日本軍と米軍の戦闘では多くの市民が巻
き添えになり、米軍の砲撃によって市街地は破壊された。《廃墟のイントラムロス》は、爆撃

間もない時期の惨状を描いた記録性の高いもので、誰もいない風景には戦争のひきおこ

す虚無感や絶望感がただよう。

チャン・ジューチー（張汝器）1904－1942

中国広東生まれの画家。上海美術専科学校卒業後にフ

ランスへ留学。1927年にシンガポールへ移住。1936年に
華人美術研究会を結成し、1938年に創設された南洋美術
専科学校の校長、リン・ハクタイ［林学大、出品作のモデ

ル］に請われ、同校で教鞭をとる。人望が厚くシンガポール

画壇を率いる存在だったが、1942年に日本軍による華人
粛清の犠牲となった。

ウォン・ホイチョン　1960－

マレーシア生まれの美術家。父が中国系移民二世で、母がマレー化した中国人（プラナカ

ン）。その出自から、多民族国家マレーシアにおける「わたしとは?」という問いのもと、家族・移
民・国家の歴史や記憶をたどる作品を制作。

1941-45年にマレー半島を占領した日本軍
は、抗日分子という名目で多くの華人を粛清

（弾圧）した。《粛清》と、その20年後に制作さ
れた続編とでも言うべき《暗い穴》は、いずれ

も史実に基づいている。制作の背景には、

ウォンの父親が奇跡的にも日本軍の収容所

から生還した数少ない人間であったことと、日

本軍の占領が極端な民族意識を助長し、戦

後のマレーシアにおける深刻な民族対立を

まねいたことがある。ウォンにとって、歴史をさ

かのぼり、日本の占領とその後のマレーシア

の歩みに翻弄された家族と民族を振り返る

ことが、いまの自身を見つめることであった。

《粛清》は、目出し帽をかぶった告発者が指

さすだけで、多くの人々が日本軍の銃剣で殺害された実話を描いている。中央の牢獄のう

えに告発者が、左下に日本兵が描かれ、血のような炎を背景に、武器をもたない人々や家

畜が逃げ惑い叫び声をあげる。ただし、この物語は単に日本軍による粛清ではない。死んだ

子を抱え嘆き叫ぶ母親、天にむかって手をあげ絶望する人、物言えない牛などは、ピカソの

『ゲルニカ』から引用されたモチーフであり、全体として、あらゆる戦争の悲劇をうったえる。
《暗い穴》は、20年前には語られなかった父親の体験を取り上げたもの。物語は、日本軍の
捕虜となった青年（父親）が、暗い穴のような牢獄で過酷な生活や同胞の処刑という筆舌

に尽くしがたい恐怖と絶望を経験しながらも、最後は解放されるというもの。凄絶な現実世

界と白昼夢のような空想世界が、実写とアニメーションで描かれる。ウォンによると、本作は

「人間の回復力についての、そして残虐さと同情、恐怖と飢えが、しばしば見分けがつかなく
なる戦時における混乱についての格言めいた物語」である。確かにビデオは、「回復力」で結
ばれる。すなわち、父親は後年、初めての海外旅行で日本を訪ね、旅行を満喫したのである。

山城知佳子　1976－

沖縄生まれの美術家。一貫して、基地を抱

える沖縄のいまに結びつく戦争や植民地

の歴史と記憶の継承に関心をおく。沖縄の

現状をあぶりだすテーマ性と、自ら演じる意

表をついた表現力で、近年、国内で注目を

あつめる作家のひとり。《あなたの声は私の喉を通った》も、画面に登場するのは山城本人

であり、その上にサイパン戦玉砕（1944年）を体験した沖縄の高齢者の映像が重なり、高
齢者の語りがまるで山城の喉を通るように流れだしてくる。風化していく戦争体験のなか

で、どのように記憶に共感しながら受け継いでいけるのか、あるいはそれは困難なのか、と

いう問いが基底にある。

バターンの少女　1942年

廃墟のイントラムロス　1945年

林学大の肖像　1940年頃

暗い穴　2009年

粛清　1989年

昭南　1943年　占部康行氏所蔵

コタ・バルの娘　1942年
中村研一・琢二兄弟生家美術館所蔵

1945年8月15日、太平洋戦争が終わりました。しかしそれは、新たな戦争の始まりでもあ
りました。

まず、西洋列強の植民地だったアジアの多くの国は、宗主国との激しい独立戦争を経験

します。結果、現在のアジアの国・地域のかたちができあがりました。さらに独立後には、

あたらしい国の内実をめぐって、宗教やイデオロギーや民族の対立により、いくつもの戦

争が起こります。イデオロギーの相違によって国と民族を分断して戦われた朝鮮戦争

（1950-53年休戦）やベトナム戦争（1960頃-75年）、激しい宗教対立によるインド・パ
キスタンの分離独立（1947年）から、さらに民族対立によるパキスタンからのバングラデ
シュ独立戦争（1971年）などです。国と民族をわけたこれらの戦争は、戦渦による直接的
な犠牲者だけでなく、家族の離散や難民という問題、さらには移住先での差別の問題を

連鎖的に引き起こします。そして、しばしば資本主義陣営と共産主義陣営の覇権をめぐ

る冷戦構造（1945-89年）を反映し、複雑な様相を呈しています。とりわけベトナム戦争
は、アメリカとソビエトの代理戦争とも言われました。

第2章では、ベトナム戦争に関する作品を中心に紹介します。後方支援を主題にしたグエ
ン・ニュ・ファンの漆絵や、戦意高揚のためのポスターは、画家たちが従軍しながら仕上げ

たものです。どれも勝利を、その先の平和を目指して制作されました。また、こどもの頃にベ

トナム戦争を経験したチュオン・タンや、難民として渡米としたディン・キュー・レを紹介し

ます。大人になったふたりは、ベトナム戦争に想を得ながら、勝者や敗者といった単純な

図式を超えて、戦争そのものの愚かさを表現します。

グエン・ニュ・ファン　1922－

ベトナム生まれの画家。フランスからの独立を求めた第一次インドシナ戦争（1946-54年）
から、第二次インドシナ戦争（ベトナム戦争、1960-75
年）に従軍。戦意高揚のためのポスター、前線で発行

するリーフレットのイラストなどを手がけた。《ターイグエ

ン（中部高原）を行く》は、ベトナム戦争の最中に制作

されたもの。ベトナムの中部高原地帯は、戦時中は攻

撃の要所として知られた。異時同図法（1枚の画面に
異なる時間の出来事を描く）で、少数民族の女性たち

が画面上の村を出発するところから、背負子を背負っ

て川をわたり、暴風雨のなか高原をすすんで、画面下

の兵士たちに暖かく迎えられるところまでを、物語風に

表現している。物資をとどける女性たちのいわゆる後

方支援がテーマである。人物や樹木、山河、そして大

気現象までが巧みに表わされている。

　

カムスック・ケミンムアン　1942－

ラオス生まれの画家。環境破壊などの問題をテーマに自然や動物といきる人 を々描く。ベ

トナム戦争の隠れた戦場だったラオスでは、その内戦（1953-75年）に北ベトナム、アメ
リカ、タイ、南ベトナムなどの軍が深く関与

し、激しい戦闘が行われた。これらのスケッ

チは、王国軍と対立した共産主義革命勢

力「パテート・ラーオ」に従軍した画家が、
その拠点とした村や、アメリカと交戦する

兵士や製鉄や塹壕作りに携わる兵士、ま

た兵士たちの休憩の様子などを描いたも

の。従軍の日々のなかで仲間を間近にとら

えている。　

ベトナム戦争ポスター原画

ベトナム戦争では、北ベトナム人の対米意識を宣揚するために、大量のプロパガンダ用ポ

スターが流通した。これはその原画。物資不足

だったこの時代、画家たちは政府から紙（一律

50×70㎝）と絵の具の支給をうけて、反米的な
内容をはじめ、兵士（男性も女性も）の活躍、後

方支援の様子、戦地に送り出す家族のイメー

ジ、守るべき子どもたちなど、さまざまなテーマの

ポスター原画を描いた。

チュオン・タン　1963－

ベトナム出身の美術家。90年代には、同性
愛者という自身のアイデンティティに関する

テーマを追求し、抽象化された女性的な男

性像を漆絵で制作。2000年代に入ると、絵
画から彫刻やインスタレーションへと表現領

域を広げた。《平和の母》は、戦争に翻弄さ

れた近代ベトナムの社会と歴史に基づく。何

種類もの迷彩柄の布（総長200m超）を幾
層も重ねて制作している。その布を剥いでも

はいでも「平和の母」の姿は軍服のままであ
ることに、平和のための戦争という論理がま

かり通ることを鋭く批判する。

ディン・キュー・レ　1968－

ベトナム出身の美術家。10歳の
ときに難民として渡米。自身の体

験に重なる戦争や移民をテーマ

にした写真、映像、彫刻などの作

品を制作。《南シナ海ピシュクン》

は、1975年の終戦時に、ベトナム
から撤退する米軍のヘリコプター

が、途中燃料切れで次 と々南シナ海に墜落し、多くの犠牲者が出た史実に基づ

き、その情景を想像してアニメーションで表現したもの。「ピシュクン」とは、北米先
住民が、バッファローをパニックに陥れて崖から追い落として殺した場所のこと。

ヘリコプターを崖から追い落とされる野牛にたとえることで、戦争のもたらす悲劇

の複雑さを、民族や国家やイデオロギーを越えた視点から描き出そうとする。

リー・ムバイ（李慕白）　1913－1991

中国浙江省出身の画家。戦前は、商品広告

のためにモダンでロマンチックな女性像を描

き人気を集めた。戦後は、政府の方針や政

策を伝えるプロパガンダ用ポスターのため

に、新時代の労働者や英雄を人民の理想

像として健康的で明るく表現している。本作

は、「抗美援朝」（朝鮮戦争においてアメリカ
に抵抗し、北朝鮮を応援する）運動を後押し

するもので、義勇軍として参加した人民解放

軍の兵士、ジャン・ジーホエ［張積恵］が朝鮮

の子供たちに歓待されている場面。

シエ・ジーグワン（謝之光）　1900－1976

中国浙江省出身の画家。中華民

国期には商品広告の原画制作

に、中華人民共和国の建国後は

プロパガンダ用ポスターの制作に

たずさわった。《授勲される彭徳

懐》は、朝鮮戦争の休戦交渉に

あたったパン・ドゥホワイ［彭徳懐］

将軍が、その功績を評価されて朝

鮮政府一級国家勲章を受賞して

いる場面。画家は『人民画報』などに掲載された写真や記事を基に制作。後に政
治的な理由から二人の顔を消去している。

カイユム・チョウドリー　1934－2014

バングラデシュ生まれの美術家。インド・パキスタンの分離独立から、バングラデ

シュ独立戦争、その後の復興と、動乱期の

バングラデシュ近代美術界を担ったひとり。

本作は、1971年の独立戦争に取材したも
の。あかあかと燃えさかる町に、無数の犠牲

者が積み重なって倒れている様子が抽象的

に表現されている。パキスタンからの独立が、

多くの兵士や国民の犠牲のうえに築かれた

ことを物語る。独立戦争の虐殺を描いたシ

リーズのうちの1点で、制作は戦後すぐの
1972年。
　　

パンヤー・ウィチンタナサーン　1956－

タイ生まれの画家。

1970年代に「新伝
統絵画」の潮流を作
り出した第一人者。

タイの仏教思想を背

景にした宇宙観や世

界観、また作者自身

の政治思想やタイ社

会の人間模様を、壮

大かつ装飾的な画

面構成と、金や銀を効果的に使った暗い色調と緻密な描写で神秘的に表

現する。

《冷戦》は、世界を二つにわけた冷戦をテーマにしたシリーズ4点のうちのひとつ。
左側にはアメリカを盟主とする資本主義・自由主義陣営を、右上にはソビエトを

盟主とする社会主義・共産主義陣営を、右下には大国の冷戦構造を背景に内

戦状態にある小さな国 を々、タイの寺院などの装飾に見られるモチーフに独創的

な解釈を加えて、3つの魔物として表現している。さらに、左下に欧米の近代建
築（青い構造物）に圧倒されるタイの伝統建築を、右端にはバンコクの象徴であ

るワット・スタットの巨大ブランコを描いている。ワット・スタットは、1973年10月の
民主化要求の拠点。学生だった作者もこの運動に参加しており、巨大ブランコ

にもタイの国旗をかかげて駆ける若者たちにも、また赤ん坊をつれて訴える女性

にも、自らの経験と記憶を反映させている。巨大な魔物の前ではあまりに小さい

民主化運動に対する不安や無力感、その一方で変化への期待など複雑な心情

が込められているだろう。

あなたの声は私の喉を通った　2009年

1945年8月15日、太平洋戦争が終わりました。しかしそれは、新たな戦争の始まりでもあ
りました。

まず、西洋列強の植民地だったアジアの多くの国は、宗主国との激しい独立戦争を経験

します。結果、現在のアジアの国・地域のかたちができあがりました。さらに独立後には、

あたらしい国の内実をめぐって、宗教やイデオロギーや民族の対立により、いくつもの戦

争が起こります。イデオロギーの相違によって国と民族を分断して戦われた朝鮮戦争

（1950-53年休戦）やベトナム戦争（1960頃-75年）、激しい宗教対立によるインド・パ
キスタンの分離独立（1947年）から、さらに民族対立によるパキスタンからのバングラデ
シュ独立戦争（1971年）などです。国と民族をわけたこれらの戦争は、戦渦による直接的
な犠牲者だけでなく、家族の離散や難民という問題、さらには移住先での差別の問題を

連鎖的に引き起こします。そして、しばしば資本主義陣営と共産主義陣営の覇権をめぐ

る冷戦構造（1945-89年）を反映し、複雑な様相を呈しています。とりわけベトナム戦争
は、アメリカとソビエトの代理戦争とも言われました。

第2章では、ベトナム戦争に関する作品を中心に紹介します。後方支援を主題にしたグエ
ン・ニュ・ファンの漆絵や、戦意高揚のためのポスターは、画家たちが従軍しながら仕上げ

たものです。どれも勝利を、その先の平和を目指して制作されました。また、こどもの頃にベ

トナム戦争を経験したチュオン・タンや、難民として渡米としたディン・キュー・レを紹介し

ます。大人になったふたりは、ベトナム戦争に想を得ながら、勝者や敗者といった単純な

図式を超えて、戦争そのものの愚かさを表現します。

グエン・ニュ・ファン　1922－

ベトナム生まれの画家。フランスからの独立を求めた第一次インドシナ戦争（1946-54年）
から、第二次インドシナ戦争（ベトナム戦争、1960-75
年）に従軍。戦意高揚のためのポスター、前線で発行

するリーフレットのイラストなどを手がけた。《ターイグエ

ン（中部高原）を行く》は、ベトナム戦争の最中に制作

されたもの。ベトナムの中部高原地帯は、戦時中は攻

撃の要所として知られた。異時同図法（1枚の画面に
異なる時間の出来事を描く）で、少数民族の女性たち

が画面上の村を出発するところから、背負子を背負っ

て川をわたり、暴風雨のなか高原をすすんで、画面下

の兵士たちに暖かく迎えられるところまでを、物語風に

表現している。物資をとどける女性たちのいわゆる後

方支援がテーマである。人物や樹木、山河、そして大

気現象までが巧みに表わされている。

　

カムスック・ケミンムアン　1942－

ラオス生まれの画家。環境破壊などの問題をテーマに自然や動物といきる人 を々描く。ベ

トナム戦争の隠れた戦場だったラオスでは、その内戦（1953-75年）に北ベトナム、アメ
リカ、タイ、南ベトナムなどの軍が深く関与

し、激しい戦闘が行われた。これらのスケッ

チは、王国軍と対立した共産主義革命勢

力「パテート・ラーオ」に従軍した画家が、
その拠点とした村や、アメリカと交戦する

兵士や製鉄や塹壕作りに携わる兵士、ま

た兵士たちの休憩の様子などを描いたも

の。従軍の日々のなかで仲間を間近にとら

えている。　

ベトナム戦争ポスター原画

ベトナム戦争では、北ベトナム人の対米意識を宣揚するために、大量のプロパガンダ用ポ

スターが流通した。これはその原画。物資不足

だったこの時代、画家たちは政府から紙（一律

50×70㎝）と絵の具の支給をうけて、反米的な
内容をはじめ、兵士（男性も女性も）の活躍、後

方支援の様子、戦地に送り出す家族のイメー

ジ、守るべき子どもたちなど、さまざまなテーマの

ポスター原画を描いた。

チュオン・タン　1963－

ベトナム出身の美術家。90年代には、同性
愛者という自身のアイデンティティに関する

テーマを追求し、抽象化された女性的な男

性像を漆絵で制作。2000年代に入ると、絵
画から彫刻やインスタレーションへと表現領

域を広げた。《平和の母》は、戦争に翻弄さ

れた近代ベトナムの社会と歴史に基づく。何

種類もの迷彩柄の布（総長200m超）を幾
層も重ねて制作している。その布を剥いでも

はいでも「平和の母」の姿は軍服のままであ
ることに、平和のための戦争という論理がま

かり通ることを鋭く批判する。

ディン・キュー・レ　1968－

ベトナム出身の美術家。10歳の
ときに難民として渡米。自身の体

験に重なる戦争や移民をテーマ

にした写真、映像、彫刻などの作

品を制作。《南シナ海ピシュクン》

は、1975年の終戦時に、ベトナム
から撤退する米軍のヘリコプター

が、途中燃料切れで次 と々南シナ海に墜落し、多くの犠牲者が出た史実に基づ

き、その情景を想像してアニメーションで表現したもの。「ピシュクン」とは、北米先
住民が、バッファローをパニックに陥れて崖から追い落として殺した場所のこと。

ヘリコプターを崖から追い落とされる野牛にたとえることで、戦争のもたらす悲劇

の複雑さを、民族や国家やイデオロギーを越えた視点から描き出そうとする。

リー・ムバイ（李慕白）　1913－1991

中国浙江省出身の画家。戦前は、商品広告

のためにモダンでロマンチックな女性像を描

き人気を集めた。戦後は、政府の方針や政

策を伝えるプロパガンダ用ポスターのため

に、新時代の労働者や英雄を人民の理想

像として健康的で明るく表現している。本作

は、「抗美援朝」（朝鮮戦争においてアメリカ
に抵抗し、北朝鮮を応援する）運動を後押し

するもので、義勇軍として参加した人民解放

軍の兵士、ジャン・ジーホエ［張積恵］が朝鮮

の子供たちに歓待されている場面。

シエ・ジーグワン（謝之光）　1900－1976

中国浙江省出身の画家。中華民

国期には商品広告の原画制作

に、中華人民共和国の建国後は

プロパガンダ用ポスターの制作に

たずさわった。《授勲される彭徳

懐》は、朝鮮戦争の休戦交渉に

あたったパン・ドゥホワイ［彭徳懐］

将軍が、その功績を評価されて朝

鮮政府一級国家勲章を受賞して

いる場面。画家は『人民画報』などに掲載された写真や記事を基に制作。後に政
治的な理由から二人の顔を消去している。

カイユム・チョウドリー　1934－2014

バングラデシュ生まれの美術家。インド・パキスタンの分離独立から、バングラデ

シュ独立戦争、その後の復興と、動乱期の

バングラデシュ近代美術界を担ったひとり。

本作は、1971年の独立戦争に取材したも
の。あかあかと燃えさかる町に、無数の犠牲

者が積み重なって倒れている様子が抽象的

に表現されている。パキスタンからの独立が、

多くの兵士や国民の犠牲のうえに築かれた

ことを物語る。独立戦争の虐殺を描いたシ

リーズのうちの1点で、制作は戦後すぐの
1972年。
　　

パンヤー・ウィチンタナサーン　1956－

タイ生まれの画家。

1970年代に「新伝
統絵画」の潮流を作
り出した第一人者。

タイの仏教思想を背

景にした宇宙観や世

界観、また作者自身

の政治思想やタイ社

会の人間模様を、壮

大かつ装飾的な画

面構成と、金や銀を効果的に使った暗い色調と緻密な描写で神秘的に表

現する。

《冷戦》は、世界を二つにわけた冷戦をテーマにしたシリーズ4点のうちのひとつ。
左側にはアメリカを盟主とする資本主義・自由主義陣営を、右上にはソビエトを

盟主とする社会主義・共産主義陣営を、右下には大国の冷戦構造を背景に内

戦状態にある小さな国 を々、タイの寺院などの装飾に見られるモチーフに独創的

な解釈を加えて、3つの魔物として表現している。さらに、左下に欧米の近代建
築（青い構造物）に圧倒されるタイの伝統建築を、右端にはバンコクの象徴であ

るワット・スタットの巨大ブランコを描いている。ワット・スタットは、1973年10月の
民主化要求の拠点。学生だった作者もこの運動に参加しており、巨大ブランコ

にもタイの国旗をかかげて駆ける若者たちにも、また赤ん坊をつれて訴える女性

にも、自らの経験と記憶を反映させている。巨大な魔物の前ではあまりに小さい

民主化運動に対する不安や無力感、その一方で変化への期待など複雑な心情

が込められているだろう。

授勲される彭徳懐　1953年頃
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2.アジア

1945年8月15日、太平洋戦争が終わりました。しかしそれは、新たな戦争の始まりでもあ
りました。

まず、西洋列強の植民地だったアジアの多くの国は、宗主国との激しい独立戦争を経験

します。結果、現在のアジアの国・地域のかたちができあがりました。さらに独立後には、

あたらしい国の内実をめぐって、宗教やイデオロギーや民族の対立により、いくつもの戦

争が起こります。イデオロギーの相違によって国と民族を分断して戦われた朝鮮戦争

（1950-53年休戦）やベトナム戦争（1960頃-75年）、激しい宗教対立によるインド・パ
キスタンの分離独立（1947年）から、さらに民族対立によるパキスタンからのバングラデ
シュ独立戦争（1971年）などです。国と民族をわけたこれらの戦争は、戦渦による直接的
な犠牲者だけでなく、家族の離散や難民という問題、さらには移住先での差別の問題を

連鎖的に引き起こします。そして、しばしば資本主義陣営と共産主義陣営の覇権をめぐ

る冷戦構造（1945-89年）を反映し、複雑な様相を呈しています。とりわけベトナム戦争
は、アメリカとソビエトの代理戦争とも言われました。

第2章では、ベトナム戦争に関する作品を中心に紹介します。後方支援を主題にしたグエ
ン・ニュ・ファンの漆絵や、戦意高揚のためのポスターは、画家たちが従軍しながら仕上げ

たものです。どれも勝利を、その先の平和を目指して制作されました。また、こどもの頃にベ

トナム戦争を経験したチュオン・タンや、難民として渡米としたディン・キュー・レを紹介し

ます。大人になったふたりは、ベトナム戦争に想を得ながら、勝者や敗者といった単純な

図式を超えて、戦争そのものの愚かさを表現します。

グエン・ニュ・ファン　1922－

ベトナム生まれの画家。フランスからの独立を求めた第一次インドシナ戦争（1946-54年）
から、第二次インドシナ戦争（ベトナム戦争、1960-75
年）に従軍。戦意高揚のためのポスター、前線で発行

するリーフレットのイラストなどを手がけた。《ターイグエ

ン（中部高原）を行く》は、ベトナム戦争の最中に制作

されたもの。ベトナムの中部高原地帯は、戦時中は攻

撃の要所として知られた。異時同図法（1枚の画面に
異なる時間の出来事を描く）で、少数民族の女性たち

が画面上の村を出発するところから、背負子を背負っ

て川をわたり、暴風雨のなか高原をすすんで、画面下

の兵士たちに暖かく迎えられるところまでを、物語風に

表現している。物資をとどける女性たちのいわゆる後

方支援がテーマである。人物や樹木、山河、そして大

気現象までが巧みに表わされている。

　

カムスック・ケミンムアン　1942－

ラオス生まれの画家。環境破壊などの問題をテーマに自然や動物といきる人 を々描く。ベ

トナム戦争の隠れた戦場だったラオスでは、その内戦（1953-75年）に北ベトナム、アメ
リカ、タイ、南ベトナムなどの軍が深く関与

し、激しい戦闘が行われた。これらのスケッ

チは、王国軍と対立した共産主義革命勢

力「パテート・ラーオ」に従軍した画家が、
その拠点とした村や、アメリカと交戦する

兵士や製鉄や塹壕作りに携わる兵士、ま

た兵士たちの休憩の様子などを描いたも

の。従軍の日々のなかで仲間を間近にとら

えている。　

ベトナム戦争ポスター原画

ベトナム戦争では、北ベトナム人の対米意識を宣揚するために、大量のプロパガンダ用ポ

スターが流通した。これはその原画。物資不足

だったこの時代、画家たちは政府から紙（一律

50×70㎝）と絵の具の支給をうけて、反米的な
内容をはじめ、兵士（男性も女性も）の活躍、後

方支援の様子、戦地に送り出す家族のイメー

ジ、守るべき子どもたちなど、さまざまなテーマの

ポスター原画を描いた。

チュオン・タン　1963－

ベトナム出身の美術家。90年代には、同性
愛者という自身のアイデンティティに関する

テーマを追求し、抽象化された女性的な男

性像を漆絵で制作。2000年代に入ると、絵
画から彫刻やインスタレーションへと表現領

域を広げた。《平和の母》は、戦争に翻弄さ

れた近代ベトナムの社会と歴史に基づく。何

種類もの迷彩柄の布（総長200m超）を幾
層も重ねて制作している。その布を剥いでも

はいでも「平和の母」の姿は軍服のままであ
ることに、平和のための戦争という論理がま

かり通ることを鋭く批判する。

ディン・キュー・レ　1968－

ベトナム出身の美術家。10歳の
ときに難民として渡米。自身の体

験に重なる戦争や移民をテーマ

にした写真、映像、彫刻などの作

品を制作。《南シナ海ピシュクン》

は、1975年の終戦時に、ベトナム
から撤退する米軍のヘリコプター

が、途中燃料切れで次 と々南シナ海に墜落し、多くの犠牲者が出た史実に基づ

き、その情景を想像してアニメーションで表現したもの。「ピシュクン」とは、北米先
住民が、バッファローをパニックに陥れて崖から追い落として殺した場所のこと。

ヘリコプターを崖から追い落とされる野牛にたとえることで、戦争のもたらす悲劇

の複雑さを、民族や国家やイデオロギーを越えた視点から描き出そうとする。

リー・ムバイ（李慕白）　1913－1991

中国浙江省出身の画家。戦前は、商品広告

のためにモダンでロマンチックな女性像を描

き人気を集めた。戦後は、政府の方針や政

策を伝えるプロパガンダ用ポスターのため

に、新時代の労働者や英雄を人民の理想

像として健康的で明るく表現している。本作

は、「抗美援朝」（朝鮮戦争においてアメリカ
に抵抗し、北朝鮮を応援する）運動を後押し

するもので、義勇軍として参加した人民解放

軍の兵士、ジャン・ジーホエ［張積恵］が朝鮮

の子供たちに歓待されている場面。

シエ・ジーグワン（謝之光）　1900－1976

中国浙江省出身の画家。中華民

国期には商品広告の原画制作

に、中華人民共和国の建国後は

プロパガンダ用ポスターの制作に

たずさわった。《授勲される彭徳

懐》は、朝鮮戦争の休戦交渉に

あたったパン・ドゥホワイ［彭徳懐］

将軍が、その功績を評価されて朝

鮮政府一級国家勲章を受賞して

いる場面。画家は『人民画報』などに掲載された写真や記事を基に制作。後に政
治的な理由から二人の顔を消去している。

カイユム・チョウドリー　1934－2014

バングラデシュ生まれの美術家。インド・パキスタンの分離独立から、バングラデ

シュ独立戦争、その後の復興と、動乱期の

バングラデシュ近代美術界を担ったひとり。

本作は、1971年の独立戦争に取材したも
の。あかあかと燃えさかる町に、無数の犠牲

者が積み重なって倒れている様子が抽象的

に表現されている。パキスタンからの独立が、

多くの兵士や国民の犠牲のうえに築かれた

ことを物語る。独立戦争の虐殺を描いたシ

リーズのうちの1点で、制作は戦後すぐの
1972年。
　　

パンヤー・ウィチンタナサーン　1956－

タイ生まれの画家。

1970年代に「新伝
統絵画」の潮流を作
り出した第一人者。

タイの仏教思想を背

景にした宇宙観や世

界観、また作者自身

の政治思想やタイ社

会の人間模様を、壮

大かつ装飾的な画

面構成と、金や銀を効果的に使った暗い色調と緻密な描写で神秘的に表

現する。

《冷戦》は、世界を二つにわけた冷戦をテーマにしたシリーズ4点のうちのひとつ。
左側にはアメリカを盟主とする資本主義・自由主義陣営を、右上にはソビエトを

盟主とする社会主義・共産主義陣営を、右下には大国の冷戦構造を背景に内

戦状態にある小さな国 を々、タイの寺院などの装飾に見られるモチーフに独創的

な解釈を加えて、3つの魔物として表現している。さらに、左下に欧米の近代建
築（青い構造物）に圧倒されるタイの伝統建築を、右端にはバンコクの象徴であ

るワット・スタットの巨大ブランコを描いている。ワット・スタットは、1973年10月の
民主化要求の拠点。学生だった作者もこの運動に参加しており、巨大ブランコ

にもタイの国旗をかかげて駆ける若者たちにも、また赤ん坊をつれて訴える女性

にも、自らの経験と記憶を反映させている。巨大な魔物の前ではあまりに小さい

民主化運動に対する不安や無力感、その一方で変化への期待など複雑な心情

が込められているだろう。

ファム・ミン・チー（詳細不詳）
人民に永遠の春をもう一度　1975年

平和の母　2009年

南シナ海ピシュクン　2009年

空軍の英雄張積恵と朝鮮の子供
1950年

授勲される彭徳懐　1953年頃

　冷戦　1979年

バングラデシュ’71　1972年

2.アジア

1945年8月15日、太平洋戦争が終わりました。しかしそれは、新たな戦争の始まりでもあ
りました。

まず、西洋列強の植民地だったアジアの多くの国は、宗主国との激しい独立戦争を経験

します。結果、現在のアジアの国・地域のかたちができあがりました。さらに独立後には、

あたらしい国の内実をめぐって、宗教やイデオロギーや民族の対立により、いくつもの戦

争が起こります。イデオロギーの相違によって国と民族を分断して戦われた朝鮮戦争

（1950-53年休戦）やベトナム戦争（1960頃-75年）、激しい宗教対立によるインド・パ
キスタンの分離独立（1947年）から、さらに民族対立によるパキスタンからのバングラデ
シュ独立戦争（1971年）などです。国と民族をわけたこれらの戦争は、戦渦による直接的
な犠牲者だけでなく、家族の離散や難民という問題、さらには移住先での差別の問題を

連鎖的に引き起こします。そして、しばしば資本主義陣営と共産主義陣営の覇権をめぐ

る冷戦構造（1945-89年）を反映し、複雑な様相を呈しています。とりわけベトナム戦争
は、アメリカとソビエトの代理戦争とも言われました。

第2章では、ベトナム戦争に関する作品を中心に紹介します。後方支援を主題にしたグエ
ン・ニュ・ファンの漆絵や、戦意高揚のためのポスターは、画家たちが従軍しながら仕上げ

たものです。どれも勝利を、その先の平和を目指して制作されました。また、こどもの頃にベ

トナム戦争を経験したチュオン・タンや、難民として渡米としたディン・キュー・レを紹介し

ます。大人になったふたりは、ベトナム戦争に想を得ながら、勝者や敗者といった単純な

図式を超えて、戦争そのものの愚かさを表現します。

グエン・ニュ・ファン　1922－

ベトナム生まれの画家。フランスからの独立を求めた第一次インドシナ戦争（1946-54年）
から、第二次インドシナ戦争（ベトナム戦争、1960-75
年）に従軍。戦意高揚のためのポスター、前線で発行

するリーフレットのイラストなどを手がけた。《ターイグエ

ン（中部高原）を行く》は、ベトナム戦争の最中に制作

されたもの。ベトナムの中部高原地帯は、戦時中は攻

撃の要所として知られた。異時同図法（1枚の画面に
異なる時間の出来事を描く）で、少数民族の女性たち

が画面上の村を出発するところから、背負子を背負っ

て川をわたり、暴風雨のなか高原をすすんで、画面下

の兵士たちに暖かく迎えられるところまでを、物語風に

表現している。物資をとどける女性たちのいわゆる後

方支援がテーマである。人物や樹木、山河、そして大

気現象までが巧みに表わされている。

　

カムスック・ケミンムアン　1942－

ラオス生まれの画家。環境破壊などの問題をテーマに自然や動物といきる人 を々描く。ベ

トナム戦争の隠れた戦場だったラオスでは、その内戦（1953-75年）に北ベトナム、アメ
リカ、タイ、南ベトナムなどの軍が深く関与

し、激しい戦闘が行われた。これらのスケッ

チは、王国軍と対立した共産主義革命勢

力「パテート・ラーオ」に従軍した画家が、
その拠点とした村や、アメリカと交戦する

兵士や製鉄や塹壕作りに携わる兵士、ま

た兵士たちの休憩の様子などを描いたも

の。従軍の日々のなかで仲間を間近にとら

えている。　

ベトナム戦争ポスター原画

ベトナム戦争では、北ベトナム人の対米意識を宣揚するために、大量のプロパガンダ用ポ

スターが流通した。これはその原画。物資不足

だったこの時代、画家たちは政府から紙（一律

50×70㎝）と絵の具の支給をうけて、反米的な
内容をはじめ、兵士（男性も女性も）の活躍、後

方支援の様子、戦地に送り出す家族のイメー

ジ、守るべき子どもたちなど、さまざまなテーマの

ポスター原画を描いた。

チュオン・タン　1963－

ベトナム出身の美術家。90年代には、同性
愛者という自身のアイデンティティに関する

テーマを追求し、抽象化された女性的な男

性像を漆絵で制作。2000年代に入ると、絵
画から彫刻やインスタレーションへと表現領

域を広げた。《平和の母》は、戦争に翻弄さ

れた近代ベトナムの社会と歴史に基づく。何

種類もの迷彩柄の布（総長200m超）を幾
層も重ねて制作している。その布を剥いでも

はいでも「平和の母」の姿は軍服のままであ
ることに、平和のための戦争という論理がま

かり通ることを鋭く批判する。

ディン・キュー・レ　1968－

ベトナム出身の美術家。10歳の
ときに難民として渡米。自身の体

験に重なる戦争や移民をテーマ

にした写真、映像、彫刻などの作

品を制作。《南シナ海ピシュクン》

は、1975年の終戦時に、ベトナム
から撤退する米軍のヘリコプター

が、途中燃料切れで次 と々南シナ海に墜落し、多くの犠牲者が出た史実に基づ

き、その情景を想像してアニメーションで表現したもの。「ピシュクン」とは、北米先
住民が、バッファローをパニックに陥れて崖から追い落として殺した場所のこと。

ヘリコプターを崖から追い落とされる野牛にたとえることで、戦争のもたらす悲劇

の複雑さを、民族や国家やイデオロギーを越えた視点から描き出そうとする。

リー・ムバイ（李慕白）　1913－1991

中国浙江省出身の画家。戦前は、商品広告

のためにモダンでロマンチックな女性像を描

き人気を集めた。戦後は、政府の方針や政

策を伝えるプロパガンダ用ポスターのため

に、新時代の労働者や英雄を人民の理想

像として健康的で明るく表現している。本作

は、「抗美援朝」（朝鮮戦争においてアメリカ
に抵抗し、北朝鮮を応援する）運動を後押し

するもので、義勇軍として参加した人民解放

軍の兵士、ジャン・ジーホエ［張積恵］が朝鮮

の子供たちに歓待されている場面。

シエ・ジーグワン（謝之光）　1900－1976

中国浙江省出身の画家。中華民

国期には商品広告の原画制作

に、中華人民共和国の建国後は

プロパガンダ用ポスターの制作に

たずさわった。《授勲される彭徳

懐》は、朝鮮戦争の休戦交渉に

あたったパン・ドゥホワイ［彭徳懐］

将軍が、その功績を評価されて朝

鮮政府一級国家勲章を受賞して

いる場面。画家は『人民画報』などに掲載された写真や記事を基に制作。後に政
治的な理由から二人の顔を消去している。

カイユム・チョウドリー　1934－2014

バングラデシュ生まれの美術家。インド・パキスタンの分離独立から、バングラデ

シュ独立戦争、その後の復興と、動乱期の

バングラデシュ近代美術界を担ったひとり。

本作は、1971年の独立戦争に取材したも
の。あかあかと燃えさかる町に、無数の犠牲

者が積み重なって倒れている様子が抽象的

に表現されている。パキスタンからの独立が、

多くの兵士や国民の犠牲のうえに築かれた

ことを物語る。独立戦争の虐殺を描いたシ

リーズのうちの1点で、制作は戦後すぐの
1972年。
　　

パンヤー・ウィチンタナサーン　1956－

タイ生まれの画家。

1970年代に「新伝
統絵画」の潮流を作
り出した第一人者。

タイの仏教思想を背

景にした宇宙観や世

界観、また作者自身

の政治思想やタイ社

会の人間模様を、壮

大かつ装飾的な画

面構成と、金や銀を効果的に使った暗い色調と緻密な描写で神秘的に表

現する。

《冷戦》は、世界を二つにわけた冷戦をテーマにしたシリーズ4点のうちのひとつ。
左側にはアメリカを盟主とする資本主義・自由主義陣営を、右上にはソビエトを

盟主とする社会主義・共産主義陣営を、右下には大国の冷戦構造を背景に内

戦状態にある小さな国 を々、タイの寺院などの装飾に見られるモチーフに独創的

な解釈を加えて、3つの魔物として表現している。さらに、左下に欧米の近代建
築（青い構造物）に圧倒されるタイの伝統建築を、右端にはバンコクの象徴であ

るワット・スタットの巨大ブランコを描いている。ワット・スタットは、1973年10月の
民主化要求の拠点。学生だった作者もこの運動に参加しており、巨大ブランコ

にもタイの国旗をかかげて駆ける若者たちにも、また赤ん坊をつれて訴える女性

にも、自らの経験と記憶を反映させている。巨大な魔物の前ではあまりに小さい

民主化運動に対する不安や無力感、その一方で変化への期待など複雑な心情

が込められているだろう。
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